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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 

Exp 巧 ss 己 800/120Rg-1 ， i120Rg-1 


八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 

各部の名称と機能 （68 ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （81 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作 （102 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセット方法 
などについて説明しています。 

内蔵オプションの取り付け（111ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ （1 目日ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方まじついて説明しています。ま 
た、このユーティリティで設定したパラメータが保存されている内部メモリ 
( CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り込みの設定についても 
説明しています。 

RAID コンフィグレーション （19 目ぺ ージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方まについて説明しています。 

リセットに11ぺージ） 

システムのリセ、ソト方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 



0NL-4152dN-120Rg1/i120Rg1 -000-02-0704 
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各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


(3) (5)-1 (6) 



(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護する力 
バー。添付のセキュリティキーで□ックすること 
ができる（一102ぺージ')。 

(2) キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセキュリティ 
キーで□ックの差し □ (一 1日2ページ)。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にずると緑色に点灯する卜76ぺ一 
ジ)。 

(4) D 旧 K ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵の八 ー ドディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯ずる。内蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか1つでも故障ずるとア 
ンバー色に点灯する（一77ページ)。 


(日） ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する（一7?ページ)。アイコンにある数字は 
「1」が LAN ポート1用で、に」が LAN ポート2用 
を示す。 

(6) UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
ずる（一78ぺージ)。ソフトウェアからのコマン 
ドによっても点滅ずる。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ（一76ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯ずる。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 
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装置前面（フ□ントべゼルを取りかしたが態) 


SATA モデル / SAS 3. 日インチモデル 


前ページの 

(1) (2) (3) な)〜口)ち (4) (5) (6) (7)-1 (7)-2 (7)-3 


( 1 ) 



SAS 2.日インチモデル 

前ページの 



(1) 八ンドル（ちちに1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

(2) シリア ルポートが COM B ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続ずる 
(一99ぺージ、一101ぺージ)。 

管理 PC じ(外のシリアルインタフェース機器は接続 
しないでください。 

(3) USB コネクタにポート） 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する（一99ページ)。 

(4) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（一283ページ)。 

(己） POWER スイッチ 

電源を ON / OFF にするスイッチ（一103ぺージ）。 
-度押ずと POWER / SLEEP ランプが点灯し 、 ON 
の状態になる。もう一度押ずと電源を 0 FR こず 
る。4秒上押し続けると強制的に電源を 0 FR こ 
する（一211ページ）。 

《本装置はスリープ機能をサポートしていませ 
ん。 

(6) UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF ずるス 
イッチ。スイ、ソチを一度押ずと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（^107ぺージ)。 
ソフトウエアからのコマンドによっても点滅ず 
る。 


(7) DVD - ROM ドラィブ 

DVD - ROM などの光ディスクの読み出しを行う装 
置（一108ページ)。 

(7)-1 ディスクアクセスランプ 
(7)-2 強制イジェクトボタン 
(7)-3 トレーイジェクトボタン 

(8) 八ードディスクドライブベイ 

SATA モデル / SAS 3.5 インチモデルでは最大3台 
まで、 SAS 2.5 インチモデルでは最大6台まで搭 
載可能（^117ぺージ)。括弧数字のあとの数字 
はチャネル番号を 7 K す。 

標準構成では (8)-0 を除くベイにダミースポンジ 
が搭載されている。 

(9) D 旧 K ランプ（緑色/アンパ’一色） 

ハードディスクドライブにあるランプの8ペー 
ジ)。八ードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。八ードディスクドライ 
ブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルド中 
は緑色とアンバー色に巧互に点滅ずる（ディスク 
アレイ構成時のみ)。 
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装置背面 


SATA モデル 


(1) (2) (3) (5) (6) 



(17)-1 (17)-2 
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(1) □ープ□ファイル PCI ボード増設用ス□ッ 
卜 

オプションの PCI ボードを取りがけるス□ット 
(一150ぺージ)。□-プ□ファイル専用ス□、ソ 
卜。 PCI ス□、ソト番号は ric 」。 


オプションの LAN ボードを搭載している場合、 
LAN ケーブルのコネクタのツメが手では押しに 
<<なっているため、マイナスドライバなどを 
使用して、ソメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライバなどが LAN ボードを玻損 
しないよう十分にを意してください。 


(2) フル八イト PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット 
(一 99 ページ)。 フル八イトのボード用ス □、ソ ト。 
PCI ス□、ソト番号は「旧」。 

(3) セットスクリュー 

本装置の□ジ 、ソク カバーを固定するネジ。 

(4) ブランクパネル（増設電源ユニットス□ッ 

卜） 

オプションの増設電源ユニットを搭載するス□、ソ 
卜 （SAS 3.5 インチモデルと SAS 2.5 インチモデ 
ルの場合のみ）（一128ページ)。 

(已）電源ユニット 

標準装備の電源ユニット。 

(目） AC インレット 

電源コードを接続するソケット（^99ぺージ)。 

(7) UNK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ（一79ペー 
ジ)。 

(8) 管理用ポート 

1 00 BASE - TX /1 日 B ASE - T 対応の曰 hernet コネク 
夕（一79ページ)。 


(9) Speed ランプ（アンパー色） 

LAN の転送速度を示すランプ（一79ぺージ')。 

(10) マウス/キーボードコネクタ 

添付の中継ケーブルを使用してマウス/キーボー 
ドを接続する（^99ぺージ)。 

(11) シリアルポート A (COM A ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
卜99ぺージ)。 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリア 
ルポート B のみ可能でず （ BIOS の設定が必要)。 
また、専用回線に直接接続することはできませ 
ん。 

(12) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続ずる（一99ページ)。 

(13) UID (ユニットの）スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するス 
イッチ。スイ、ソチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（一107ページ)。 

(14) DUMP スイッチ ( NMI ) 

押すとメモリダンプを実行する（一283ページ)。 

(1 己） UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからの〕マンドによっても点灯する卜78 
ページ)。 

(16) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る（一99ページ)。 

(17) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ（一99ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポ ー H でに」が LAN ポー 
卜2を示ず。 


装置か観 



例： SATA モデル / SAS 3.5 インチモデル 


□ジックカパー 

マザーボードを覆うカバー。 

(2) リリースボタン 

カバーをかす際に押すボタン。 


(1) ドライブ カバー （3) 

八ードディスクドライブ部を覆っているカバー。 







72 各部のを称と機能 


装置内部 


図は、ファンダクトを取り外した状態のものです。 


SATA モデル 


( 1 ) 


( 2 ) 


(3) 


(4) 


巧） 



(1) フ□ントパネルボード 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

(3) バックプレーン 

(4) マザーボード 
(己）電源ユニット 

(6) PCI ライザーカード 

(7) トップカバーセンサ 


(8) DIMM 

(9) プ□セツヴ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付け5れている） 

(10) 冷却フアン 

(11) DVD - ROM ドライブ 

(12) N 8103-101ディスクアレイコント □— 
ラの LED ケーブル接続用コネクタ 
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SAS 3.日インチモデル 


( 1 ) 


( 2 ) 


(3) 


(4) 


(5) 


( 11 ) 



(1) フ□ントパネルボード 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

(3) バックプレーン 

(4) マザーボード 
(日）電源ユニット 

(6) PCI ライザーカード 


(7) トップカバーセンサ 

(8) DIMM 

(9) プ□セッサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付け5れている） 

(10) 冷却フアン 

(11) DVD - ROM ドライブ 
































































































74 各部のを称と機能 


SAS 2.日インチモデル 


(1) (2) (3) (4) (5) (6) 



(1) フ□ントパネルボード 

(2) 八ードディスクドライブベイ 

(3) バックプレーン 

(4) ミドルプレーン 
(己）マザーボード 
(6) 電源ユニット 


(7) PCI ライザーカード 

(8) トップカバーセンサ 

(9) DIMM 

(10) プ□セッサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付け5れている） 

(11) 冷却フアン 

(12) DVD - ROM ドライブ 
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マザーポー 



外部接続 
コネクタ 
(70 ページ 
参照） 


装置背面 


(1) 電源信号コネクタ 

(2) 電源コネクタ 

(3) 未使用コネクタ 

(4) USB っネクタ 

(5) 未使用ジャンパスイッチ 

化荷時の設定のままにしておいてください。 

(目）パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
(一193ページ） 

(7) SATA コネクタ2 (未使用. SATA 八ード 
ディスクドライブモデルのみ） 

(8) RAID 己アクティべーシヨン用コネクタ 

未サポート。 

(9) SATA コネクタ1 ( SATA 八ードディスク 
ドライブモデルのみ） 

SATA モデルの内蔵用八ードディスクドライブと 
の接続用コネクタ 

(10) リチウムバッテリ 

(11) CM 0 S メモリクリア用ジャンパスイッチ 
卜193ぺージ） 

(12) SAS コネクタ2 ( SAS 八ードディスクドラ 
イブモデルのみ） 

SAS 2.5 インチモデルの内蔵用八ードディスクド 
ライブとの中継用コネクタ。 SAS 3.5 インチモデ 
ルでは未使用。 


(13) SAS コネクタ1 ( SAS 八ードディスクドラ 
イブモデルのみ） 

SAS 2.5 インチ/ 3.5 インチモデルの内蔵用八ード 
ディスクドライブとの中継用コネクタ 

( 1 4) RAID コンフイグレーシヨンジャンパス 
イッチ 

オンボードの RAID コント□ーラ機能の有効/無効 
を設定するジャンパスイッチ（一196ページ)。 

(1 己） PCI ライザーカード用コネクタ（□—プ日 
ファイルのボード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
(150 ページ)」を参照してください。 

(16) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜の ボー ド用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
(150 ページ)」を参照してください。 

(17) DIMM (インターリープタイプ用） 

ソケット（図の上のソケットから順番に DIMM 
#41、#42、#43、#11、#に、#13、#21、 #22、 
#23、#31、#32、#33)。 

(18) プ□セッヴ （ CPU ) ソケット 

(18)-1 プ□セ、ソサ# 1( CPU #1) 

(18)-2 プ□セ、ソサ# 2( CPU #2) 

(19) バックプレーンコネクタ 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER ランプけ:） 

本体の電源が ON の間、緑色に点なしています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅し 
ているときは八ードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 


W -0 • ESMPRO またはオフライン保守ユーテイリテイをインス I ルしてお 

■to くとエラー □ グを参照することで故障の原因を確認することびできま 

す。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S か5シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(21 1ぺージ参照)、一度電源コードを巧き差しして再起動させてくださ 
し、。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

緑色(こ点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

目10 S セットアップユーテイリテイ 
に ETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消の 

電源が OFR こなっている。 

- 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しばら<すると緑色に点の 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 （ ERR ) 

いったん電源を OFF (こして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

アンバー色(こ点な 

温度異常をお化した。 

内部のファン(こホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い。 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどち6か一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どち6か一方の電源ユニッ 
卜の故障をお化した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
(こ連絡してください。 


ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実(こ接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわ6ない場合は、保守サー 
ビス会社(こ連絡してください。 


温度警告をお化した。 

内部ファンにホコリやチリがが着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実(こ 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 


電圧警告とお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


DISK ACCESS ランプ （ S) 

D に K ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取りがけられている八ードディスク 
ドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンパー色に点灯している場合は、八ードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブにあるランプで磕認できます。 



SATA ハードディスクドライブモデルでオプションのディスクアレイコント 
口ーラ （ SATA 2) を使用して内蔵のハードディスクドライブを制御する場合 
は、 LED ケーブルを接続する必要があります。 


ACT ランプ（品） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 
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UID ランプ ( UID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイ、ソチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点なし、保守をしようとしている装置を特をすること 
ができます。 UID ランプを消なさせるには UID ランプを再度、押してください。詳しくは「サー 
バの確認 （ UID スイ、ソチ） （107 ページ)」を参照してください。 



オフライン保ずユーティリテイなどのソフトウエアからランプを点灯させる 
ことができます。 


ディスクアクセスランプ 

DVD - ROM ドライブのディスクアクセスランプは、セツトされているディスクにアクセスして 
いるときに点なします。 


J \- ドディスクドライブのランプ 

八ードディスクドライブベイに搭載される八ードディスクドライブにある D に K ランプは表示 
状態じよつて意□ホが異なります。 




• 緑色に点滅 

A - ドディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンパ’一色に点'灯 

ディスクアレイを構成しているときに取りがけている八ードディスクドライブが故障し 
ていることを示します。 



ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) を構成している場合は、1台のハー 
ドディスクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディ 
スクを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勸めします（ディスクの 
交換はホットスワップで行います）。 
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• 緑色とアンパ’一色に交互に点滅 

八ードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを巧換すると自動 
的にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色と 
アンバー色に巧互に点なします。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 


W -0 リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されまず。再起動 
してか5ノ V — ドディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用ずるときは次の 
ミち意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 m 上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場台は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブじ電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネ 、ソ トワークポートの通信 モー ドがどのネツトワ ー クインタフ エースで 
動作されているかを示します。 


- 通常の運用で使用される2つの LAN ポートは、1000目 ASE - T と100 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンパー色に点なしているときは、 

1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑色に点なしているときは、 

100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


- 管理用として使用される LAN ポートは、100 BASE - TX と10目 ASE - T をサポートし 
ています。アンパー色に点なしているときは、 100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消なしているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示しま 
す。 


POST ランプ 

POST の状態を表す4つのランプがマザーボード上にあります。これらのランプは本体背面の 
スリット部分から見ることができます。電源を ON じした後、起動する POST がいつまで経っ 
ても終わらなかったり、ビープ音が何度も鳴ったりしている場合は、画面上のメッセージや 
ビープ音のパターンと併せてランプの表示パターンをメモしてから、保守サービス会社に連絡 
してください。 


AC POWER ランプ （SAS 3.5 インチモデル / SAS 2.5 インチモデルのみ) 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがあります。 

AC POWER ランプ AC POWER ランプ 



AC インレツトに電源コードを接続して AC 電源を電源ユニツトが受電すると緑色に点滅しま 
す。 

本装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給開始）するとランプが緑色に点なします。 

本装置の電源を ON にしてもランプが点なしない、またはアンバー色に点なまたは点滅する 
場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会せに連絡して電源ユニットをを 
換してください。 


*1 2台の電源ユニット構成で、一方の電源ユニットにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もう一方の（電源コードが接続されていない方の）電源ユニットのランプはアンバー色に点滅します。電源コード 
を接続すると、緑色の点滅に変わりまず。それでもアンバー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を化頼して < ださい。 
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設置と接続 

本体の設置と接続じついて説明します。 



本装置は日 A 規格に適合したラックじ取りがけて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置じついては、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
の中にもオンラインド羊ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
間い合わせ<ださい。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定 m 外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

1人で搬送•設置をしない 

参 

荷重び集中してしまうような設置はしない 

Q 

参 

1人で部品の取り付けをしない-ヒンジのピンを確認する 

参 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

参 

複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


参 

定格電源を越える配線をしない 


参 

腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるような場所じは、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、ぶ蔵庫などのおく）。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近< (やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく （電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 


wO ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10 で〜3日で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびありまず。運用中に 
ラック内部の温度び保証節囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ排気しまず。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

( N 8 100-1241/1 242/1243/1244/1245/1246/1313/ 

1314/1327/1328/1329/1330/1331/1332の場合） 

本装置をラックに取りがけます用又り外し手順についても説明しています）。 



警告 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定似外の場所で使用しない 


A ミ主意 


瓜爪 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け-取りがしをしない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出したが態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

装置に添付のネジ （ M 5 ネジ、ネジ部の長さ lOmm ) を6本とコアナット （8 個）を用意してく 
ださい。 

1x8 暖 X10 

M 己ネジ M 5 コアナット 

*2 個ずつモ情が付いています。 


必要な工具 


ラックへ取りがけるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他せラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱落防止のために、スラ 
イドレールはネジで固をされていま 
す。ラックへ取りがける前に、コアナッ 
卜を取り外してください。 

コアナットを手で固をしてからセット 
スクリューを回し、コアナットを取り 
外してください。取り外したコアナツ 
卜は大切に保管してください。 


• レールアセンブリの取り外し 

本体に取りがけられているスライド式 
の レールを 取り外します。 

レールを持ってゆっくりと装置後方へ 
スライドさせてください。しばらくす 
ると、「カチ、ソ」と□ックされます。 

本体左ちの側面にあるレリーズレバー 
を押して、□ックを解除しながら本体 
から取り外します。 




レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 




• レールアセンブリは、取りがしたインナーレールに再度取り付けまず。 
どち5側のインナーレールか5取りがしたものかわかるように印を付け 
るなどして区別してください。複数の本装置を設置する際もどの装置の 
どち5側のインナーレールか5取りがしたものびわかるように区別して 
<ださい。 

• レノ く一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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• コアナツトの取り付け 

装置に添付のコアナツトをラックに取りがけます。 



コアナットはラックの内側から取り付 
けます。一方のツメを引っかけてから 
マイナスドライバなどを使つてもう一 
方のツメをラックのフレームじ引つか 
けます。 



ラックの前後、左ちに取り付けたコアナットの高さが同じであることを確認し 
区エック I てください。 
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• レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリには左用とち用があります。「レールアセンブリの取り外し （92 ペー 
ジ）」で取り外した時と同じ向きと方向で本体を差し込められるよう確認してください。 
また、レールの長さをラ、ソクの奥行きに合わせて調節するために下図のネジをゆるめて 
おいてください。 


前面側 


背面側 



く締めておく。） 

* ネジ穴の位置が多少異なることがありまず。 


1. コアナツトを取り付けた位置に 
レールのフレームを合わせる。 

コアナツトとレールのフレームで 
ラ 、ソ クのフレームを挟むように配 
置させ、レールの長さを調節して 
ください。 





3. レールの長さを調整するネジを固定する。 

4. もう一方のレールを同様の手順で取り付ける。 


すでに取りがけているレールアセンブリと同じ高さに取り付け6れているこ 
とを確認してください。 
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• 本体の取り付け 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 



1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引を 
出す。 


2. 2人(上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリじ確実に差し a んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 
途中で本装置が□、ソクされたら、 
側面にあるレリーズレバー（左ち 
にあります）を押しながらゆっく 
りと押し a みます。 

初めての取り付けではを機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し込んでください。 



W -0 レノやレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 
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3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ • ラック内の他装置と麟接する位置に本装置を取りがける際は、他装置と 

本装置の售体が干渉していないことを確認して<ださい。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラ、ソ 
クのフレームじあたり、引き化せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 


• 本体の固定 


1 . 本体をラックへ完全に押し込む。 

2. 前面の左ちにあるセツトスク 
リューでラックに固定する。 



3. フ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼルの左端のタブを本 
体のフレームに引っかけるように 
しながら取り付けます。 



W 上で完了です 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラ、ソクから取り外します。 


A ミ主意 


爪瓜 

AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け-取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. くオプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブルアームを本装置から取り 
外す。 


4. 本装置の前面にあるセツトスク 
U ユーをゆるめる。 
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日.本体をゆっくりと静かにラックか 
ら引さ出す。 

「カチ、ソ」と音がしてラッチされま 
す。 

6. 左ちのレリーズレノ く一を押して 
□ックを解除しながらゆっくりと 
ラックから引を出す。 



wO 装置を引を出した状態で、引を出した装置の上部か5荷重をかけないでくださ 
し、。装置び落下するおそれびあり、危険です。 


7. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


• 複数名で装置の底面を支えなび5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出したが態で、弓 I を出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれびあり、危険です。 

• レノ く一やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 


ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取り外してくださ 
い。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

(N8 100-1301/1 302/1304/1305/1306/1308/1309/ 

1310/1312/1313A/1314A/1357Y/1 358Y/1359Y/ 

1 360Y の場合） 

本装置をラックに取りがけます用又り外し手順についても説明しています）。 



警告 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定 m 外の場所で使用しない 


A ミ主意 


瓜爪 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け-取りがしをしない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他せラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
On 9 〇 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出)荷時にスライドレールは左ちともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取りがける前に、テー 
プをはがしてください。 
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• レールアセンブリの取り外し 

本体左ちに取りがけられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 


本体前面にある□ック解除ボタンを押 
しながら、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチ、ソ」と□ックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
バーを矢巧の方向に引き、□ックを解 
除しながら本体から取り外します。 




化してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 



インナーレール 
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取り外したレールアセンブリは、レ 
バーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 



• レールアセンブリは、取りがしたインナーレールに再度取り付けまず。 
どち5側のインナーレールか5取り外したものかわかるように巧を付け 
るなどして区別してください。複数の本装置を設置ずる際もどの装置の 
どち5側のインナーレールか5取り外したものびわかるように区別して 
<ださい。 

• レノ '；’一 やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 


• レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ックされたことを磕認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）ち同 
様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品にす障はありません。 


^ レールアセンブリが確実に□ックされて脱落しないことを確認してください。 
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• 本体の取り付け 


A を意 


AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 


1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引さ 
出す。 
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2. 2人！;!上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆつ 
くりと静かに押し込みます。 



途中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるレリーズレバー（左ち 
にあります）を手前または、奥に 
押しながらゆっくりと押し込みま 
す。 


完全に装置を押し込むと装置前面 
の□ックがかかり装置を固をでき 
ます。 



• レノ '；’一 やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、ちちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 



• 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強い摩擦を感じることがありますが、製品にす障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してくださし、。左右のロックが完全にかかつたのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


• ラック内の他装置と麟接する位置(こ本装置を取り付ける際は、他装置と 

巨!^ 本装置の崖体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 

いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
がけ直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールが ラ、ソ 
クのフレームにあたり、引き化せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フ□ントべゼルの取り付け 

フ□ントべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに 引っかけるようにしながら 
取り付けます。 


タブ 



取り外し手順 

次の手順で本体をラ、ソクから取り外します。 


A ミ主意 


AO 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• 1人で取り付け-取りがしをしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出したが態にある装置に荷重をかけない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. くオプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブルアームを本装置から取り 
外す。 



セキュリティ丰ース□、ソト 
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4. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされま 
す。 



己.左ちのレリーズレノ く一を手前また 
は奥に押して、□ックを解除しな 
がらゆっくりとラックから引さ出 
す。 



W -0 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないでくださ 
■to し、装置び落下するおそれびあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 

• 複数名で装置の底面を支えなび5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出したが態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれびあり、危険です。 

• レノ やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 
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7. レールアセンブリを取り外す場合 
はレノ く一を押しながらレールを矢 
巧方向に引いて外してください。 














ハードウエア編 99 



本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの國は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


fO 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチユニットへの接続•設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



警告 




装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定 m がのコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定似がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 

1、 


参 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 
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八ブ/スイッチング 
八ブなど 

1 00BASE-TX/ 
10BASE-T 

管理ポート A 


シリアルインタ フエー ス八ブ/スイッチング 
を持つ機器 


八ブなど 


1000 BASE-T/ 
1 00BASE-TX/ 
10BASE-T 


A にに I 


[背面 I 


U © 


1占 


DDDDDD 

□ □日日叫 


©〇〇 胃胃 E 3 C 3 


bl 


]□ 


〇 〇 



国 



ディスプレイ装置 




I 



U 沈機器* 


最後に添付の電源コー 
ドをコンセントに接続 
する"^ 3 。 

UPS に接続ずる場合は 
次ページの説明を参照。 




*1USB キーボード/マウスはサポートしていません。 

*2 添がの分岐ケーブルを使用しまず。 

*3 電源コードは、 15AU 下のサーキットブレーカに接続してください。 
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01 


• 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• 辭社政が（サードパーテイ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用 
できることをあ5かじめ確認してください。サードパーテイの装置の中 
には本装置で使用でさないものびありまず。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできません。 

• 回線に接続ずる場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルびか5 
まないよう固定してください。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラ 
フォーミングして < ださい。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードび巧けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある化カコンセン 
卜に接続します。詳しくは UPS じ添付の説明書を参照してください。 


コンピュータインターフェースポート (UPS) 



入カコネクタ 電圧感度設定ボタン 

(NEMA5-15P) 


本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設定の変更が必要となることがあります。 

BIOS の 「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい）。詳しくは185ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの巧り付け • 巧りかし 


本体の電源の ON / OFF や DVD - ROM ドライブを取り扱うとき、八ードディスクドライブベイへ 
のハードディスクドライブの取りがけ/取り外しを行うときはフ□ントべゼルを取り外しま 
す。 


wO フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けるこ 
BM とびでさません。 

フ□ントべゼルの取り付け•取りがし時に POWER スイッチを}甲さえないよう 
にま意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く押しながら回して□ックを解除する。 



2. フ□ントべゼルのち端を軽<持つ 
て手前に引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 


フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取りがけます。取 
り付けた後はセ羊ュリティのためにも丰一 
で□ックしてください。 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 



マザーボード 上にある 本 装置を監視する「サ ーバーマネージメン ト論埋回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約30秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サ ーバーマネージメン ト論理回路が要求するものです。 


1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 

無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合 
民!^ は、電源制御装置の電源が ON (こなっていることを確認してください。 


2. フ□ントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
□ゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲ずま 
で30砂 m 上の時間をあけて < ださい。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何5かの文字び表示されるまでは電源を 
OFF にしないで < ださい。 


POWER ランプ POWER スイ、ソチ 



「 NEC 」 □ゴを表示している間、本装置は自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
医て巧！ 256ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、羊ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


化荷時の設をでは POST を実行している闇、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Es に羊一を押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニユーで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」の 
r Advanced (176 ぺージ）」にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定:を 
「 Enabled 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメ 、ソ セージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Ito てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要求しているためのものです。 

オプションの マニュ アルにある説明を確認してか5何かキーを巧してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ット 
の変更をしてか5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ボードの構成に誤りびあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することびあります。 

この場 S まく Fl > キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されま 
す。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまで 
に数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表 
示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU やマヴーボード内のベースボードマネージメントコント□ーラな 
どを検出したことを知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。下の表示内容 
は一例です。システムの設定状態によって表示が一部変わります。 

Press < F 2 > to enter SETUP , < F 4> Service Partition , 

< F 12> to Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> 羊一を押します。 
設を方まやパラメータの機能については、「システム BIOS ( SETUP ) のセットアッ 
プ （165 ぺージ）」を参照してください。 SETUP を終了すると、自動的にもう一度 
はじめから POST を実行します。 

「く F 4> Service Partition 」 のメッセージは、 EXPRESSBULDER をイ吏ったセットアッ 
プの際に保守用パーティションを作成している場合に表示されます。ここで < F 4> 
车一を押すと、保守用パーティションからシステムが起動します。保守用パーティ 
ションの詳細については、「保守用パーティションの設を （221 ページ）」を参照し 
てください。 

レ F 12> to Network 」 のメッセージは、ネットワークブート （ PXE ブート）を促す 
メッセージです。く F 12> 羊一を押すことでネットワーク上のブートデバイスを橫索 
し、起動します。 

4. <SASA- ドディスクドライブモデルのみ> 

本体標準装備のディスクアレイ機能を有効（使用する）に設定している場合、 RAID 
の設定やアレイディスクの管理をする RAID ユーティリティの起動を促すメッセー 
ジが表示されます。 

Press く Ctr し>く M > to Run LSI Logic Software RAID 
Setup Utility - 

ここで、く Ct 「 l > 羊一を押しながら、く M > キーを押すとユーティリティが起動します。 
詳しくは、 「 RAID コンフィグレーション （196 ページ)」を参照してください。 



• SATAA — ドディスクドライブモデルは、標準装備の状態ではこの機能 
を持っていません。 

• このユーティリティは、ハードディスクドライブ内の言己|隱：|犬態の管理や 
保守のためのものです。196ページ m 降の説明をよく読んで操作してく 
ださい。 




106 基本的な操作 


己.オプションのディスクアレイコント□ーラや SCSI コント□ーラ、ネットワーク 
カードを搭載している場合は、それぞれのボードが持つ BI 日 S セットアップユー 
ティリティの起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいる 
と数秒後に POST を自動的に続けます)。下は SCSI コント□ーラの場合の表示例 
です。 

Press く CtrL > く A > for SCSISeLect ( TM ) UtiLity ! 

をボードの ユー ティリティを起動する方まやボードが提供する機能、 ユー ティリ 
ティの操作方まじついては、をボードの説明書を参照して<ださい。 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI バスス□、ソトに複数のオプションボードを搭載しているときは、 PCI ライ 
ザーカード ri 目」（フル八イト用）、 PCI ライザーカード ric 」 （□ープ□ファイル 
用）に搭載しているボードの順でをボードの情報を表示します。 

6. 巨 I0S セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を 0 FR こしてから、約10秒ほど時闇をあけ 
て ON にして本装置を起動し直してください。 

P -0 0 S をインス I ルずるまではパスワードを設定しないでください。 


7. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、 「 POST 中 
のエラーメッセージ （256 ページ)」を参照してください。 


wO 保守サービス会社に連絡ずるとをはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 



故障している CPU またはメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できま 
す （175 ぺージ、177ぺージ参照）。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を 0 FR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが消なします。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 



Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 Windows のシャツトダウ 
ンにてスタンバイを設をしないで下さい。 


ヴーパの確認 （UID スイッチ) 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるためじ装置の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」がもうけられて 
います。 

UID (ユニ、ソト ID ) スイッチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勤めします。 


UID ランプ UID スイ、ソチ 



r _ -:ir I 、 側 !^ 衍 

的 i 

◎ 一 

0 ： 

へ 

L J B 〇 Q B B L J 


- f- ~\ - 



UID スイ、ソチ UID ランプ 






























































































108 基本的な操作 


DVD-ROM ドライブ 


本体前面に DVD - ROM ドライブがあります。 DVD - ROM ドライブは CD-ROM (読み出)し専用の 
コンパクトディスク）や DVD - ROM のデータを読むための装置です。 


A ミ主意 


GA 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• DVD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 


1 . ディスクを DVD-ROM ドライブにセツトする前に本体の電源が日 N (P 日 WER ラン 
プが緑色に点'打）になっていることを確認する。 


2. DVD-ROM ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 


トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


◎ 
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日.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ\にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 
トレーにセツトする。 




wO ディスクのセツト後、 DVD - ROM ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは 
量3 ディスクをセツトし直してください。 


ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点なしているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点なしていないことを確認してく 
ださい。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中ムにある駆動部分 
を押さえながらディスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り化します。 



ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 






110 基本的な操作 


取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り化せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り化します。 


1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を 日 FF (P 日 WER ランプ消'打）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引さ伸ばして代用でを 
る）をトレーの前面にある強制イ 
ジェクト ホールに 差し込んで卜 
レーが出てくるまでゆっくりと押 
す。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守ヴービス会 
社に連絡してください。 



強制イジ ェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

セットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクじ書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



么ミち意 



A\/^\ 

瓜 A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

一人で持ち上ばない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 
高温ま意 
感電ま意 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ず 「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM を使ったシステムをアップデートしてください（日9ぺージを 
参照)。 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 


警告 


安ま上の注意 





















112 内蔵オプションの取り付け 


静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構ぶされています。取りがけ/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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巧り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. 日 S のシャットダウン処理を行う。 

八ード ディスク ドライブや増設電源 ユニッ トで、 ホ、ソ ト スワップで 増設ができる場 
合は、シャットダウン処理をする必要はありません。 

2. セキュリテイキーでフ□ントべゼルの □ ックを解除する。 



3. フ□ントべゼルを取り外す。 

4. P 日 WER スイッチを押して本装置 
の電源を日 FF (P 日 WER ランプ消 
好）にする。 

己.本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 


W 上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライバが必 
要です。用意して<ださい。 



八ードディスクドライブと電源ユニット （ SAS 八ードディスクドライブモデルのみ）を除く 
内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置をラックから引き化した状態で行います。 


A ミち意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 


A A 

Q 


• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• ち：曰:ちな 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 















































114 内蔵オプシヨンの取りがけ 


• N 8100-1241/1 242/1 243/1 244/1 245/124目/1313/1314/1327/ 

1328/1329/1 330/1331/1332の場合 

1 . 113ページを参照して準備する。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UD スイ、ソチを押すことで点灯 
医て巧！ する UID ランプを利用してください。 


2. 前面の左ちにあるセットスク 
リューをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックから引き 
出す。 

引き化している途中で □ 、ソクされ 
ます。□ックされたところで引き 
th しは JT です。 



ラ 、ソク へ収納するときは、左ちのレリーズレ 
バーを押しながら再度、ラックへ押し込みま 
す。 



wO レバーやレールで指を挟まないよう十分を意してください。 
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• N 81 00- 1301 /1302/1 304/1305/1 306/1308/1309/1310/1312/ 
1313 A /1314 A /1 357 Y /1 358 Y /1 359 Y /1 3目 0 Y の場合 

1 . 113ページを参照して準備する。 

保守をしようとしている装置を確認するためじ UID スイ、ソチを押すことで点な 
する UD ランプを利用してください。 


2. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き化している途中で□ックされ 
ます。□、ソクされたところで引き 
んしは J C す0 


ラ 、ソクへ 収納するときは、左ものレリーズレ 
バーを手前または、奥に押しながら再度、 
ラ 、ソクへ 押し込みます。 




レノ く一やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 






















116 内蔵オプションの取り付け 


取 D 付け/取 D かしをの確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けて<ださい。取 
りがけを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままじして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな LJ ます。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを確認して<ださい。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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八ードディスクドライブ (SATA/SAS) 


本装置の前面は、約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを搭載することができ 
る八ードディスクドライブベイがあります。 

モデルによって取り付けられるディスクインタフェースとドライブのサイズ•搭載数がじ(下の 
ようじ異なります。また、搭載するス□ットによって八ードディスクドライブの ID (チヤネル 
番号または Port 番号)が固をでミ夫められています。 

• SATA インタフェースモデル 

シリアル ATA ( SATA ) インタフェースをサポートしています。 3.5 インチ幅の専用トレー 
に搭載された八 一 ドディスクドライブを最大3台搭載することができます。 



NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障ずるおそれがありまず。次に示ずモデルをお買い 
ホめくださいに007年己月現在)。 


- N 81己 0-207 A (80 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 
- N 81已 0-208 A (160 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 
- N 81已 0-209 A (2 己 0 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 
- N 81已 0-229( 己00 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 


麵。品。。醇 


I' —— ■! 
□ □□□ 


山! 


□ □〇 
□ □ 


□□〇 

□□ 

^nn 


□□〇 
□□ 
n 叫 


]°n 

>b| 


チヤネル 0 


チヤネル 1 


チヤネル2 


wO N 81已 0-207 A / 208 A / 209 A i 曽設ノドディスク （ SATA 2) 搭載日寺につし、 
BM てのま意事項 

N 8 100-1 241/1242 Express 日800/1 20 R 呂 -1 (SATA モデル）に 
N 81日 0-207 A / 208 A / 209 A 増設ノ V — ドディスク ( SATA 2) を実装した場 
合、讀体表示のス□ット番号と Windows 2003上の「ディスクの管理」にて 
表示される八ードディスク番号び一致しません。 

八ードディスクの管理な5びに八ードディスク交換時には、必ず、 POST 画面 
か5交換する八ードディスク番号をご確認の上、作業を行ってください。 

《 POST 画面を表示させるには、電源 ON 後の 「 NEC 」 の□ゴ画面にてく Esc > 
キーを}甲してください。 POST 画面の表示び速い場合は、く Pause 〉 キーを 
巧して止めることびでをます。 

霞体表示ス□ット番号 Windows での「ディスクの管理」で表示されるディスクの番号 



HDD ! 台の時 

HDD 2 台の時 

HDD 3 台の時 

ID 0 (Fixed Disk 0) 

テ、、ィスク 0 

テ、、ィスク0 

テ、、ィスク0 

ID ! (Fixed Disk 1) 

— ► 

テ、、ィスク1 

テ、、ィスク2 

ID 2 (Fixed Disk 2) 

() 内は POST での表示 

— ► 

— ► 

テ、、ィスク1 
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• SAS インタフェース3.日インチモデル 

SAS インタフェースをサポートしています。 3.5 インチ幅の専用トレーに搭載された八一 
ドディスクドライブを最大3台搭載することができます。 



Hi 


NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障ずるおそれびありまず。次に示ずモデルをお買い 
求めくださいに007年己月現在)。 


- N 81日 0-199(36.3 GB 、 1己000 rpm 、 SAS ) 

- N 81己 0-200(73.2 GB 、 15000 rpm 、 SAS ) 

- N 81己 0-201(14 目.己 GB 、 1已〇〇 Orpm 、 SAS ) 
- N 81己 0-226(300 GB 、 1己000 rpm 、 SAS ) 



Porto 


Port 1 


Port 2 


• SAS インタフェース 2 .日インチモデル 

SAS インタフェースをサポートしています。 2.5 インチ幅の専用トレーに搭載された八一 
ドディスクドライブを最大6台搭載することができます。 


m 


NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
ホめくださいに007年己月現在)。 

- N 81己 0-219(36.3 GB 、 10000 rpm 、 SAS ) 

- N 81己 0-220(73.2 GB 、 10000 rpm 、 SAS ) 

- N 8 1 己 0-228(14 目.己 GB 、 10000 rpm 、 SAS ) 


Port 0 


Port 2 


Port 4 


口. 




□□□□□□□□□□□□□□□□□□a 


ィ jffa 卓 j 11 動呂暴掉 q m 






Port 1 


Port 3 


Port 5 


八ードディスクドライブベイは、化荷時の構成でマザーボード上のコネクタ （ SATA または 
SAS ) に接続されています。 

これらの八ードディスクをディスクアレイで使用する場合は、 W 下を参照してください。 

• 本体標準装備の RAID コント□ーラを使用する場合 

「 RAID コンフィグレーション」 （196 ページ）を参照してください。 

• オプションの RAID コント□ーラを使用する場合 

「ディスクアレイコント□ーラボード」 （159 ページ）を参照してください。 

八ードディスクドライブベイのチヤネル0 ( SATA の場合）または Porto ( SAS の場合）のス 
□、ソトム(外にはダミースポンジが入っています。ダミースポンジは装置内部のを却効果を高め 
るためのものです。八ードディスクドライブを搭載しない場合にはダミースポンジを取り付け 
てください。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


w-O ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスク 
置3 ドライブの容量などの仕様び同じものを使用してください。 


^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイ、ソチはお接しています。八ード 
巨!^ ディスクドライブの取り付け/取りかしの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないようじを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


3-日インチ八ードディスクドライブの取り付け 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの手順を次に示します。 
SAS インタフェース 2.5 インチモデルの場合は、に.5インチ八ードディスクドライブの取り付 
け」 （121 ページ）を参照してください。 

1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に3つあります。左のス□、ソトから順に取り付けてください。 

3. ダミースポンジを取り外す。 

ダミースポンジは一番左側のベイ 
を除く八ードディスクドライブべ 
イに入っています。 



夕’ミースポンジは大切に保管しておいてくださし、。 


4. ドライブキヤリアの八ンドルの 
□ックを解除する。 












120 内蔵オプションの取り付け 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• ドライブキャリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 


グ 八ードディスクドライブベイと POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
医!^ ディスクドライブの取りがけ/取り外しの際(こ誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


wO 八ンドルとトレーに指を挟まないようにを意してくださし、。 
さ5にしつかり入っているか、再度巧し込んでください。 


^ 押し} A むときじハンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
区エック I してください。 


7. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントベゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセ羊ュリティ羊一で□ックします。 
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2.日インチ八ードディスクドライブの取り付け 

SAS インタフェース 2.5 インチモデルの手順を次に示します。 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの場合は、「3.5インチ 
八ードディスクドライブの取り付け」 （119 ページ）を参照してください。 

1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に 6 つあります。 Port 番号の小さい順に取りがけてください 
( rSAS インタフェース 2.5 インチモデル」 （118 ページ）を参照)。 

3. ダミースポンジを取り外す。 

ダミースポンジは一番左側のベイ 
を除く八ードディスクドライブべ 
イ I こ入っています。 



夕’ミースポンジは大切に保管しておいてくださし、。 






122 内蔵オプションの取り付け 



6. ドライブキャリアの前面に指をそ 


スる。 




• ハンドルのフックびフレームに当たるまで}甲し込んでくださし、。 

• 八ンドルで指を挟まないようま意してください。 


^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイッチはお接しています。八ード 
民ェック I ディスクドライブの取り付け/取りかしの際(こ誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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8. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチ、ソ」と音がして□ックされま 
す。 



W "0 八ンドルとトレーに指を挟まないようにを意してくださし、。 
さ5にしっかり入っているか、再度巧し込んでください。 


^ 押し} A むとき(こ八ンドルのフックがフレーム(こ引つかかつていることを確認 
区エツで！ してください。 


9. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

10. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセ车ュリティ羊一で□ックします。 
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取り外し 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


3.日インチ八ードディスクドライブの取り外し 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの手順を次に示します。 
SAS インタフェース 2.5 インチモデルの場合は、「2.5インチ八ードディスクドライブの取り外 
し」 （125 ページ）を参照してください。 





八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 



1 . 113ページを参照して準備をする。 



^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイッチはお接しています。八ード 
ディスクドライブの取りがけ/取りかしの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないようにを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に弓 I き出 
す。 

4. A - ドディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場を 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 



己.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して「巨00りメニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 


2.日インチ八ードディスクドライブの取り外し 

SAS インタフェース 2. 5インチモデルの手順を次に示します。 

SATA インタフェースモデルと SAS インタフェース 3.5 インチモデルの場合は、「3.5インチ 
八ードディスクドライブの取り外し」 （124 ページ）を参照してください。 



If エック I 


八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 
デイスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点灯しているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 



1 . 113ページを参照して準備をする。 









126 内蔵オプションの取り付け 



3. 八ンドルを開<。 



^ 八ードディスクドライブベイと POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
医!^ ディスクドライブの取りがけ/取りかしの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないようにを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



^ 八ンドルを持って引き化さないで<ださい。八ンドルが破損するおそれがあり 
I チェック 1 ます。 

日. A - ドディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ツトにダミートレーを取り付ける。 

目.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

7. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 
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ディスクアレイ構成での八ードディスクドライブの交換について 

ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの巧換後、巧換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することじより、故障を起こすじ(前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RADIO じ設をされているディスクアレイで 
有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

A 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

/ H \ 

明をご覧ください。 


• 感電ま意 


オートリビルドを行っている闇、八ードディスクじある D に K ランプが緑色とアンバー色に巧 
互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 


• オートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ラ 
ンプがアンパ’一色に点りします。もう一度ディスクの取りタル/取り付 
けを行ってオートリビルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I ルしている場合は次の 
ような表示や動作をすることびありますが、オートリビルド終了後、 
才ートリビルドを行った八ードディスクドライブの D 旧 K ランプびアン 
パー色に点なしていなければ、才ートリビルドは正常に行われていま 
す。 

- 才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示さ 
れる。 

- オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をす 
る。 


オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取りがけは、90秒 t (上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある CHSK ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点灯しています）。 
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電源ユニット ( SAS モデルのみ) 


SAS インタフェースの八ードディスクドライブを搭載しているモデルでは、ホ、ソトスワップ 
に対応した2台の電源ュニ、ソトによる冗長構成で運用することができます（標準では1台構 
成)。 

万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す。 



U DDDDDD 夕 



F DDDDDD 

1 


D® I 


9©。。 


回回 


〇 〇 



背面 


増設ス□ット 


標準ス□、ソ ト 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1 . 113ページを参照して準備する。 
2. ブランクカバーを取り外す。 


wO 取りタルたカバーは大切に保管しておいてくださし、。 
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4. しっかりと押しつける。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされま 
す。 


己.電源コード （2 本）を接続する。 
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標準で添付されていたものと、増設 
した電源 ユニッ トじ添付されてい 
る コー ドを使います。 コー ドを接続 
すると AC POWER ランプが緑色に 
点滅します。 

コードを接続していない電源ユ 
二、ソトの AC POWER ランプはアン 
バー色に点灯します。 

2本の電源コードを接続すると、2 
台の電源ユニット共じ AC POWER 
ランプは緑色に点滅します。 

6. 本装置の電源を日 N にする。 


AC POWER ランプ 



AC POWER ランプが緑色に点なします。 

7. STATUS ランプや P 日 ST で電源ユニットに関するエラー表示がないことを確認す 
る。 


エラー表示の詳細については256ページを参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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故障した電源ユニットの交換 

巧換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


A ミ主意 

A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• 感電ま意 


正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 



本装置の電源ユニットを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼働中價源 ON の状獻に故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順1をとばしてくださし、）。 


1 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 （AC POWER ランプがアンバー色に点 
'打）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、 P 日 WER スイッチを押して電源を日 FF にする。 

3. 故障している電源 ユニッ トの AC コー ドを抜く。 



己. 


電源ユニットを取り外す。 
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6. 電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手 
順2で取り外したカノ く一を取り付ける。 

装置 内部の冷却効果を保持するためにも 電源 ユニットを取り付けていないス 
□ットにはブランクカバーを取り付けてください。 

7. 「取り付け」の手順3〜7の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 



2台の電源ユニットで動作していた本体の電源ユニットを電源 ON のまま交換 
したときは、電源ユニットの AC POWER ランプが点灯します（運用を停止し 
ている間に交換したときは電源コードを接続するとランプが点滅し、電源を 
ON にすると点灯します）。 
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ドライブカパー 


CPU の取りがけ/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはドライブカバーを取り外 
します。 


取り外し 


1 . 113ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(1 13ページ参照)。 

3. ドライブカバーにある□ックボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 


取り付け 



ドライブカバーを取り付けるときは、ドライ 
ブカバーのタブが本体フレームに確実に差 
し) A まれるよう、まっすぐ本体の上じ置いて 
ください。 


ドライブカバーを本体背面に向かってスラ 
イドさせると「カチ、ソ」と音がしてドライブ 
カバーが□、ソクされます。このときに□ック 
ボタンの状態を確認してください。確実に 
□ 、ソクされると□、ソクボタンが上に上がっ 
た状態になります。下に押された状態（くぼ 
んだ状態）の時はドライブカバーをちう一度 
本体背面に向けてスライドさせてください。 
それでも □ 、ソクされない場合は、いったんド 
ライブカバーを取り外してから、もう一度取 
り付け直してください。 
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ロジックカパー 


DIMM および CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは □ 
ジックカバーを取り外します。 


取り外し 


1 . 113ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(1 13ページ参照)。 

3. 背面にあるセットスクリューをゆ 
るめ装置背面へスライドさせる。 

4. □ジックカノ く一を持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 

□ジ、ソクカバーを 取り付けるときは □ジツ 
クカバーの タブが本体 フレーム に確実 I こ差 
し込まれるよう、まっすぐ本体の上に置いて 
から、□ジ 、ソクカバーを 前面へスライドさせ 
てください。完全にスライドさせた後、 セツ 
トスクリュ ーで固定:してください。 



□ジ 、ソク カバーの取り付け時、閉まりに<い場合は、ドライブカバーも取り外 
し、□ジ 、ソク カバーを先(こ取りがけてください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケツトに取りがけ 
ます。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが12個あります。 



メモリは最大 48 GB (4 GBX 12 枚)まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が 
必要）。出荷時には 、 DIMM #11と#21に 1 GB の DIMM を搭載しています。 


wO • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分など 
量3 に触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は112ぺージで詳しく 
説明していまず。 

• 指定似がの DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードび故障するおそれび 
あります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増識慣序 

DIMM は Group 番号の順に増設します。 


前面側 


DIMM #41 
DIMM #43 

DIMM # に 
DIMM #21 
DIMM #23 
DIMM #32 






ir II uy 

^ 口 

n 


マザーボード 


背面側 


DIMM #42 

DIMM #11 
DIMM#13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group 番号 

Group を構成ずるソケット番号 

Group #1 

DIMM #11 と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31 と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12 と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 



Pi 



インタリーブ装置であるた 
め2枚単位で増設してくださ 
し、。また同じ Group 内に異な 
る仕様の DIMM を実装する 
と正常に動作しません。 

メモリミラーリングやオン 
ライン スペア メモリなどの 
機能を使用する際の構成に 
ついては138ぺージを参照し 
てくだ さし、。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


wO 本装置では、□—プ□ファイル （ DIMM ボードの高さび 30 mm (1.2 インチ) 
が下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ似が（それ!ん h 高し、) 
DIMM はサポートしていません。 


1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. □ジックカノく一を取り外す （ 133ページ参照)。 

4. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向きにま意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止す 

民ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットじ押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

己.取り外した部品を取り付ける。 

6. P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については256ページを参照してください。 

7. SETUP を起動して 「Advanced」一「MemoryConfiguration」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「Normal」 になっていることを確 
認する （177 ページ参照)。 

8. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

9. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ XI .己）上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デバ、ソ 
グ情報）の設を」 （53 ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムに付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 





• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取りがけている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 


1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す （133 ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

己.取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を日 N にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、256ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Memory Configuration」-「Memory 
Retest 」 を FYesJ に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする 
(177 ぺージ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、システム停止の原因となるメモリ障害（複数ビット障害）を自動的に修正ずる 
「 Chipkill (チップ羊ル） ECC メモリ」機能の他に「メモリミラーリング機能」と「オンラインス 
ペアメモリ機能」を持っています。必要に応じて利用してください。 


wO 標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「オンラインスペアメモリ機 
■to 宫 g 」 を同時に利用することはできません achipkill (チップキル） ECC メモリ」 
機能はどの状態においても機能します)。 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリブランチ」が下図のように2系 
統に分かれています。 



r メモリミラーリング機能」と「オンラインスペアメモリ機能」はメモリブランチ間またはメ 
モリブランチ内でのメモリの死活監視と切り替えを行うことによって冗長性を保つ機能です。 





























ハードウエア編 139 


メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、メモリブランチ間で対応する2つの Group の DIMM (ミラーセツ 
卜）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
されます。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （4 つ）にメモリを搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 

• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （165 ページ）を参照して、 SETUP を起動 
したら、次のメニューのパラメータを変更し、設をを保存して SETUP を終了してくだ 
さい。 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「Memory RAS Feature 」 
一 [MirrorJ 

• メモリは次の順唐で搭載してください。 

Group #1と Group #2一 Group #3と Group #4一 Group #5と Group #6 

次のようなミラーリングは構築できません。 

• 異なるミラーセット間でのメモリミラーリング 

• 同ーメモリブランチ内でのメモリミラーリング 
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メモリミラー設定に関するま意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの取り外しを行なった場合は、目 I 0 S Setup メニューのメモリミ 
ラーメニューがグレーアウト状態になり設をが変更できなくなります。このような状態になっ 
てしまった場合の、メモリミラー解除をするには下記手順を参照して Load Setup Defaults を 
実施してください。 

1 . BIOS Setup の設定内容を控えておく。 

2. P 日 ST 中に rF 2 J キーを押し、巨 I 0 S Setup メニューに入る。 

3. FExitJ -►「Load Setup Defaults 」 を選択。 

4. 「Load default configutation now ?」 と表示されるので 「 Yes 」 を選択する。 

日.1.で控えていた内容を再設定する。 


メモリミラーリング機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を]: i 下に示します。 


例 

メモリセット 

メモリセット 

メモリセット 

メモリ容量台計 

Group #! 

Group #2 

Group 沿 

Group #4 

Group 促 

Group 揽 

物理メモリ 

論理メモ U 

1 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

- 

- 

- 

- 

4GB 

2GB 

2 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

- 

- 

6GB 

3GB 

3 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

- 

- 

8GB 

4GB 

4 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

8GB 

4GB 

5 

標準 2G 目 

増設 2GB 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 己 

10GB 

日孤 

6 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

10GB 

己孤 

7 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

- 

- 

12GB 

6GB 

8 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

12GB 

6GB 

9 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

14GB 

7GB 

10 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 1G 目 

増設 1G 目 

14GB 

7GB 

11 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

16GB 

8GB 

12 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 2G 目 

増設 2G 目 

16GB 

8GB 

13 

標準 2G 目 

増設 2G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

20GB 

10GB 

14 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

増設 4G 目 

24GB 

12GB 

15 

増設 8G 目 

増設 8G 目 

増設 8G 目 

増設 8G 目 

増設 8G 目 

増設 8G 目 

48GB 

24GB 


Load Setup Defaults が実行されると、イ也の Setup 設定:も Defau け値に戻るので、 
再度 Setup 設をを行ってください。 
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オンラインスペアメモリ機能 

オンラインスペアメモリ機能は、メモリブランチ内の1つの Group を予備（スペア）として待 
機させることじより、運用している Group の DIMM で訂正巧能なエラーが発生した場合、待機 
させている Group の DIMM に運用を自動的に切り替え処理を継続させる機能です。 




オペレーティングシステムからは、物理容量より少ない容量のメモリとして認 
識されます（搭載数と1おあたりの容量によって変化します）。 


この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• メモリブランチ内の2つじ(上の Group じメモリを搭載してください。メモリブランチ闇 
で搭載数が異なっていても動作します。例えば、メモリブランチ#0は4枚につの 
Group ) で、メモリブランチ#1は6枚 （3 つの Group ) でも問題ありません。 

• メモリブランチ内に搭載されたメモリの容量はすべて同じものを使用してください。メ 
モリブランチ単位で同一容量のメモリを搭載していれば動作します（メモリブランチ#0 
とメモリブランチ#1の総容量が異なっていても動作します)。 

• 「システム目 IOS ( SETUP ) のセットアップ」 （165 ぺージ）を参照して、 SETUP を起動し 
たら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保ちして SETUP を終了してください。 
「 Advanced 」 一 「Memory Configuration サブメニュー」一 「 Sparing 」 

• をメモリブランチ内のメモリは次の順唐で搭載してください。 

メモリブランチ#0 : Group #1 一 Group #3一 Group #5 
メモリブランチ# 1 : Group #2一 Group #4一 Group #6 

次のようなスペアリングは構築または設定することができません。 

• 異なるメモリブランチへのスペアリング 


• 任意のメモリをスペアに指を 

スペアに指をされる Group は同ーメモリブランチ内で一番大きい Group 番号です。 
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オンラインスペアメモリ機能を使用できる DIMM の搭載パターン例を W 下(こ示します。なお、次の 
パターンはメモリブランチ#0でのものですが、メモリブランチ#1でも同じパターンとなります。 


例 

メモ U ブランチ#0 

メモリ容量合計 

Group#! 

Group#3 

Group# 己 

物理メモリ 

論理メモ U 

1 

増設 1 G 目 

増設 1 G 目 

- 

2 GB 

1 GB 

2 

増設 1 G 目 

増設 1 G 目 

増設 1 G 目 

3 GB 

2 GB 

3 

標準 2 G 目 

増設 2 G 目 

- 

4 GB 

3 GB 

4 

標準 2 G 目 

増設 2 G 目 

増設 2 G 目 

6 G 巨 

己 GB 

己 

増設 4 G 目 

増設 4 G 目 

- 

8 GB 

6 GB 

6 

増設 4 G 目 

増設 4 G 目 

増設 4 G 目 

12 GB 

10 GB 

7 

増設 8 G 目 

増設 8 G 目 

- 

16 GB 

12 GB 

8 

増設 8 G 目 

増設 8 G 目 

増設 8 G 目 

24 GB 

20 GB 


オンラインスペアメモリはメモリコント□ー ラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペアメモリ 
を設をします。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設をした場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一物理メモリ容量二論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一（物理メモリ容量/ 2) 二論理メモリ容量 

本装置でサポートしているメモリはじ(下のとおりです。 

- N 8102 -254/277 増設 1G 巨メモリ： Single Rank 

-N81 02-255/256/257/278/279/280 増設 2GB/4GB/8G 目 メモリ: Dual Rank 
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プ□セツヴ （ CPU ) 


標準装備のデュアルコア Intel®Xeon® プ □ セ、ソサー (CPU) に力 □ えて、もう 1 つ CPU を増設し、 
マルチプ □ セ、ソサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか5 CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関ずる説明は112ページで詳しく説 
明していまず。 

• 取り付け後の確認びでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 指定 m がの CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU など 
を取り付けると、 CPU だけでなくマザーボードび故障するおそれびあ 
りまず。また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でち有料となりまず。 




オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混をして取り付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビューァのシステムログに必下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. ドライブカバーと□ジックカバーを取り外す （133 ページ参照)。 

4. フアンダクトを持ち上げて取り外 
す。 


^ 内部のケーブルを引っかけないように確認しなが6取りかしてください。 



日. 

6 . 


CPU ソケットの位置を確認する。 



W-0 保護カバーは大切に保管しておいてください。じドリを取りタルたときは^：、ず 
置3 CPU の代わりに保護カバーを取り付けてください。 


ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ く一を止 
まるまでゆつ<りと開<。 
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8. プレートを持ち上げる。 



W "0 ソケットの接点び見えます。接点には触れないでください。 

9. 新しい CPU を取り出し、保護カバーから取り外す。 


CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
BM れないで< ださい。 


10. CPU をソケットの上にていねい 
にゆっくりと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持っ 
てソケットに差し込んでくださ 
し^。親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやす<なります。 






• CPU の切り欠きとソケットの キー 部を合わせて差し} A んで<ださい。 

• CPU を傾けたり、滑 6 せたりせずにソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い。 
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11. CPU を軽くソケットに押しつけ 
てからプレートを閉じる。 


12. レバーを倒して固定する。 


13. ヒートシンクを CPU の上に置き、 
4本のネジで固定する。 

ネジを取り付けるときはち図のよ 
う じたす きがけの順唐で 4 つを仮 
どめしたあとじ本締めしてくださ 
い。 





^ ヒートシンクの位置を確認してください。 

IチェックI 

装置前面 



装置背面 










































































































































































ハードウエア編 147 


14. ヒートシンクがマヴーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 


wO 参斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、も 
Ifa う一度取り付け直してください。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れます。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

- ヒートシンクを固定するネジび完全に締め5れていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


1日. US 巨ケーブルを図のように縦に 
並べてヒートシンクの側面を通る 
よラ配置する。 


16. ファンダクトを取り付ける。 

八ードディスクドライブのインタ 
フェースケーブル （ SATA または 
SAS ) はファンダクトの側面にあ 
る溝に通します。 





J \— ドディスクドライブの 
インタフェースケーブル 

ファンダクトとヒートシンクまたはファンの間(こ隙間がないことを確認 
してください。また、ファンダクトとマザーボードの間にケーブルが挟 
まっていないことも確認してください。 

八ードディスクドライブのインタフェースケーブルが下図(こ示すボード 
の下を通っていることを確認してください。上を通っていると、ダクト 
は正し < 取り付け6れません。 
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17. ドライブカバーと□ジックカバーを取り付ける。 

18. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

W 上で完了です。ただし、次の条件を満たしている場合は、追加の作業が必要です。 

• Windows Server 2003を使用している 

• 1 CPU 構成の本装置に CPU を増設した 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプ□セ、ソサ PC 」 になっ 
ている場合は 「 ACPI マルチプ□、ソサ PC 」 に変更し、メッセージじ従って再起動後、システム 
のアップデート （59 ページ）を行います。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜5を参照して取り外しの準備をした後、手順13 
〜6の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の r 重要」を参照してください）。 


• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘 
着している場合びあります。ヒートシンクを取りがす際は、ちちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがすと CPU やソケッ 
卜を破損ずるおそれびありまず。 



CPU の取り外し（またはを換）後に次の手順を行ってください。 


1 . SETUP を起動して 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor 
Retest 」 の順でメニユーを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(17 日ぺージ参照)。 

CPU を交換した場合は、 「 Main 」一 [Processor Settings ] の順でメニユーを選択 
し、増設した CPU の ID および二次羊ヤツシユサイズが正常になっていることも確認 
してください （175 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 
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PCI ポード 


本装置じは、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカードに種類)」をマザーボード 
上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードをを1枚ずつ取り付けることができます。 
それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 



• PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。 
サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5 
PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードおよびライザー 
九ー ドを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明 
は112ぺージで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み台わせには制限事項びありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せ < ださい。 

• Low-profile (□—プ□ファイル）タイプと Full-height (フル八イト） 
タイプの PCI ボードで接続できるライザーカードび異なりまず。ボード 
の仕様を確認してか5取り付けてください。 

• SCSI コント□—ラやディスクアレイコント□—ラ、 LAN ボード (ネット 
つ —クブート )、 Fibre Channel コント □ —ラで、 0 S がインストールさ 
れた八ードディスクドライブを接続しない場合は、そのボードの ROM 
展開 ( BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定してください。設 
定方法については「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 (165 
ページ）を参照してください。 


前面側 



ライザーカードス□ット 
(フル八イト用） 


ライザーカードス□ツト 
(□ープ□ファイル専用) 


ライザーカード 
ス□、ソトとの 



接続端子部 



0 


0 




PCI ボー ドス □、ソ ト 


111111 (llllllllllllllll 川 IllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllltW- 


ライザーカード（フル八イト側） 


■ ライザーカードス □、ソ トとの 
接続端子部 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくだ 
さい。手のミ由やミちれが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損じよる誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してから取りがけてください。 

• 本装置にはディスクアレイコント□ーラなどにあるディスクアクセスを表示させるため 
の LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

• PCI ス□ット番号は、□ープ□ファイル専用ライザーカード側が ric 」、 フル八イト用 
ライザーカード側が ri 目」になります。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次の通りです。 

1巨（フル八イトタイプ）一 1 C (□ープ□タイプ） 

• 0 S やディスクアレイ目 IOS ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI 
デバイス含む）の認識順唐が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス 
番号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を確認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード N に1 

C 

0 

0 

オンボード N に2 

C 

0 

1 

ス □、ソ ト 1C 

18 

0 

X 

オンボード八ードディスクドライブ 
インタフェース 

D 

己 

0 

ス□、ソト1が 

D 

3 

X 


* ^ ス□ット 1 B の PCI バス番号は取り付けられたボードに上表と異なる場合があります。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分にを意してください。 

• 起動可能な PCI 力ード（ディスクアレイコント□-ラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボード 
など）を増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS 
セットアップユーティリティの「目〇饥」メニューで設定:し直してください。 
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ヴポートしているボードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。なお、をカードの機能詳細についてはカードに添付の説明書を参照して 
ください。 


" tO • 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 
Bfca • 本体 PCI ス□ットよりも PCI カードの方び動作性能び高い場合は本体 
PCI ス□ット性能で動作しまず。 

• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同±)で AFT / ALB の Teamin 呂を組むこと 
びでさます。ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一 
の AFT / ALB の Teamin 呂を組むことはできません。 


SATA インタフェースモデル 


型名 



PCIe 

#1C 

PCI-X 

#16*1 

PCIe 

#1B*2 

備考 

製品名 

PCI ス □ ット性能 * 3 

X8 レーン 

巨 4bit 
100 MHz 

x8 レーン 

ス□ツトサイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準） 

Full Height 
( オプション） 

PCI ボードタイプ 43 

X 8 ソケット 

3.3V 

x8 ソケット 

搭載可能なボードサイズ 

MD2 

□ ング/ショート 

N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード牲能： 64bit/66MHz PCI) 

- 

〇 

- 

内蔵八ードディスクドライブ 
との接続は不可 

N8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

N 8103 -104 

SAS つント□-ラ 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

- 

〇 

内蔵八ードディスクドライブ 
との接続は不可 

SAS ディスクアレイ装置接続用 

N 8103-101 

ディスクアレイコント□-ラ 
(SATA2) 

(カード牲能： PCI EXPRESS (x4)) 

- 

- 

〇 

最大 1 枚搭載巧 

N 8103 -102 増設バッテリの 
増設不可 

N 8103 -103 

ディスクアレイコント□-ラ 
(SATA2) 

(カード牲能： PCI EXPRESS (x4)) 

- 

- 

〇 

N 8103 -80 

ディスクアレイコント□-ラ （ 1ch) 
(力ード牲能： 64bit/66MHz PCI) 

- 

〇 

- 

内蔵八ードディスクドライブ 
との接続は不可 

N 8103 -79 増設バッテリの 
増設不可 

N 8190 -に〇 

Fibre Channe ロント□—ラ 
に Gbps/Optical) 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

_ 

〇 

_ 


N 8190 -に 7 

Fibre Channe ロント□—ラ 
(4Gbps/Optical) 

(カード牲能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

- 

〇 


N 8190 -131 

Fibre Channe ロント□—ラに ch) 
(4Gbps/Optical) 

(カード牲能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

- 

〇 

N 8190 -120 との混在不可 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(力ード牲能： 32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

- 

最大け女まで 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

_ 

〇 

- 

N 8104 -114 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード牲能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

- 

〇 

最大 1 枚まで 

他の増設 N にとの Teaming 不可 

N 8104 -に〇 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

最大 1 枚まで 

N 8104 -に 1 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 

(カード牲能： PCI EXPRESS (x4)) 

_ 

- 

〇 

最大 1 枚まで 

その他の N にとの Teaming(AFT/ 
ALB/Bonding ホ目当)は不可 
10BASE-T は未サポート 

N 8104 -に 2 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 

(カード性能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

- 

- 

N 8104 -1 に 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

最大 1 枚まで 

N 8104 -123A 

10G 己 ASE-SR 接続ボード 
(力ード牲能： PCI EXPRESSES)) 

〇 

- 

〇 
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PCIe 

#1C 

PCI-X 

#1B*1 

PCIe 

#1 B *2 


型名 

製品名 

PCI ス □ ツト性能 * 3 

X8 レーン 

巨 4bit 
100 MHz 

X8 レーン 

備考 

ス□ツトサイズ 

Low Profile 
( 標準） 

Full Height 
( 標準） 

Full Height 
( オプション） 



PCI ボードタイプ #3 

x8 ソケット 

3.3V 

x8 ソケット 




搭載可能なボードサイズ 

MD2 

□ング / シヨー ト 


N 8 105-45 

グラフィ 、ソ クスアクセラレータ 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

- 

最大 1 枚まで 

搭載時はリモート マネージ メ 
ント拡張ライセンス使用不可 
標準のグラフィックスアクセ 
ラレータは使用不可 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1 標準ライザカード。オプションライザカード（ N 81 16-09 選択瞄と排他利用。 

*2 オプションライザカード（ N 81 16-09 選択厳。標準ライザカードと排他利用。 

*3 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

く例> 1レーンニ 2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数]:下のカードが接続可能。 

<例> x 4 ソケット = x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

《搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312 mm まで（□ングサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

《各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

《製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能でず。 

《本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同±)で AFT / AL 目の Teaming を組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 
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SAS インタフェースモデル 


型 名 



PCIe 

#1C 

PCI-X 

#1B*1 

PCIe 

#1B*2 

備考 

製品 名 

PCI ス□ツ ト 性能* 3 

X8 レーン 

巨 4bit 
100 MHz 

x8 レーン 

ス□ツ ト サイズ 

Low Profile 
(標準） 

Full Height 
(標準） 

Full Height 
(オプション） 

PCI ボードタイプ43 

X 8 ソケット 

3.3V 

X8 ソケット 

搭載可能なボードサイズ 

MD2 

□ング / シヨー ト 

N 8103 -95 

SCSI コント□ーラ 

(力ード牲能： 64bit/66MHz PCI) 

- 

〇 

- 

内蔵八ードディスクドライブ 
との接続は不可 

N8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

N 8103 -104 

SAS つント□-ラ 

(力ード牲能： PCI EXPRESSES)) 

〇 

- 

〇 

内蔵八ードディスクドライブ 
との接続は不可 

SAS ディスクアレイ装置接続用 

N 8103 -80 

ディスクアレイコント□-ラ （1ch) 
(力ード牲能： 64bit/66MHz PCI) 

- 

〇 

- 

内蔵八ードディスクドライブ 
との接続は不可 

N 8103 -79 増設バッテリの 
増設不可 

N 8103 -105 

ディスクアレイコント□-ラ(内蔵 
SAS, 4port) 

(力ード牲能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

- 

〇 

N 8103 -9 1/99との混在不可 
2.511 SAS 八ードディスクドラ 
イブモデルは接続不可 

N 8103 -99 

ディスクアレイコント□—ラ(内蔵 

SASXOch) 

(力ード牲能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

N 8103 -91 との混在不可 
本装置接続時は 66MHz で動作 
RHEL4 U3 UP カーネルはサ 
ポート対象外 

N 8103 -91 

ディスクアレイコント□-ラ(内蔵 

SAS) 

(力ード牲能： PCI EXPRESSES)) 

- 

- 

〇 

N 8103 -99 との混在不可 

N 8190-に〇 

Fibre Channe ロント□—ラ 
に Gbps/Optical) 

(力ード牲 能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 


N 8190-に7 

Fibre Channe ロント□—ラ 
(4Gbps/Optical) 

(カー ド牲 能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

- 

〇 


N 8190 -131 

Fibre Channe ロント□—ラに ch) 
(4Gbps/Optical) 

(カー ド牲 能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

- 

〇 

N 8190 -120 との混在不可 

N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(力ード牲 能： 32bit/33MHz PCI) 

_ 

〇 

_ 

最大け女まで 

N 8104 -119 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード牲 能： 64bit/133MHz PCI-X) 

_ 

〇 

_ 

N 8104 -114 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード牲 能： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

- 

〇 

最大1枚まで 

他の増設 N にとの Teaming 不可 

N 8104-に〇 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

(力ード牲 能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

N 8104-に1 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

(カー ド牲 能： PCI EXPRESS (x4)) 

- 

- 

〇 

最大1枚まで 

その他の N にとの T eaming(AFT/ 
八1己/8〇〇加9柜当)は不可 

1日 BASE-T は未サポート 

N 8104-に2 

1000 BASE-T 接続ボードに ch) 

(カー ド牲 能： PCI EXPRESS (x4)) 

〇 

- 

_ 

N 8104 -1 に 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード牲 能： 64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

- 

最大1枚まで 

N8104-123A 

10G 己 ASE-SR 接続ボード 
(力ード牲 能： PCI EXPRESSES)) 

〇 

- 

〇 

N8 105-45 

グラフィ 、ソ クスアクセラレータ 
(力ード牲能： 32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

- 

最大1枚まで 

搭載時はリモ ー トマネ ー ジメ 
ント拡張ライセンス使巧不可 
標準のグラフィックスアクセ 
ラレータは使用不可 


〇搭載可能 一搭載不可 


* ^ 標準ライザカード。オプションライザカード（N81 16-09 選択時）と排他利用。 
*2 オプションライザカード（N81 16-09 選択時)。標準ライザカードと排他利用。 
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*3 レーン：転送性能（転送帯域）を示ず。 

く例> 1レーンニ 2.5Gbps (片方向）、4レーンニ lOGbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数]:下のカードが接続可能。 

<例> x4 ソケット =x1 力ード、 x4 力ードは搭載可能。 x8 力ードは搭載不可。 

《搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（シヨートサイズ）、 312mm まで（□ングサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD1)、 167.6 mm まで (MD2) 

《各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

《製品をのカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

《本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同±)で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 



156 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取りがけます。 


wO フル八イト用ライザーカードにはボードを保護ずるための「インシュレータ 
(黒色)」び取り付け 5 れていまず。本書の図では、ねかりやずくずるためにイ 
ンシュ レータを 省いていまず。インシ ユレータは 取りがさず、ていねいに扱つ 
て < ださい。 


^ • それぞれのライザーカードがサポートするボードタイプ（□ープ□ファ 

医 エック I イルかフルハイトタイプ）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認して 

ください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. □ジックカノ（一を取り外す （ 133ページ参照)。 



己.ライザーカードからネジ1本を外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 



wO 取りタルた増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 
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6. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 


ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し込み 
ます。 

PCI ボードのソケットの端が、ライザー 



• ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。巧れ 
や油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 
か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損するおそれびありますのでミち意してください。 


PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し 3A まれて 
区エック I いることを確認してください。 


7. PCI ボードを手順日で外したネジで固定する。 




W "0 ライザーカードの端子部分に巧れや油などび付着しないようにするためです。 
巧れや油び付着したまま取り付けると誤作動の原因となりまず。 



本体のマザーボード上のコネクタと接続するケーブルが取り付けるボードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください。 











158 内蔵オプションの取り付け 


8. ライヴーカードをマヴーボードの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 



^ 差し} A む際にライザーカードのフレーム部じある、屋体と固定するためのツ 
医て巧！ メが屋体背面の穴に正しく勘合していることを確認して<ださい。差し} A ん 
だ後、ライザーカードの端子部分が完全(こ見えな<なるまで指で押して確実 
(こ接続させます。 

ライザーカードでマザーボード上の部品を破損しないようミ主意してください。 


9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については256ページを参照してください。 

11. BI 日 S セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 


A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

12. 取り付けたボードに搭載されている BI 日 S コンフィグレーションユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳し< 
はボードに添付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデパイスが接続さ 
れた PCI ボード（ディスクアレイコント□-ラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードな 
ど）を増設した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます。 BIOS セット 
アップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設をし直してください 
(190 ページ参照）。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Bo 饥」メニューで起動優先順位を設をし直してください (190 
ページ参照)。 
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ディスクアレイコントローラボー 


r ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるためじ用意された才 
プションの PCI ボードです。（本体のマザーボードにも同様の機能があります。詳しくはこの 
ページの「ヒント」を参照してください。） 

このボードを取り付けると、本装置内蔵の八ードディスクドライブやオプションのディスク増 
設ユニ、ソトに搭載した八ードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用することがで 
きます。 


W -0 • ディスクアレイコント□—ラボードは大変静電気に弱い電子部品でず。 

置3 サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り扱ってください。また、ディ 
スクアレイコント□—ラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 
ディスクアレイコント□—ラボードを直接机の上に置いたりしないでく 
ださい。静電気に関ずる説明は112ぺージで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場台や、 RAID を変更する場台は、 J \- 
ドディスクドライブを初期化しまず。ディスクアレイとして使用ずる 
J \- ドディスクドライブに大切なデータびある場合は、バックアップを 
別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台 m 上の八ードディスクドライブび必 
要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとに 
同じ容量•性能（ディスク回転数など）を持ったものにしてください。 


ディスクアレイコント□—ラボードを取りがける場合は、目 IOSSETUP ユー 
民エック I テイリテイの 「Advanced」 メニユーの 「PCI Configuration」一「PCI Slotxx 
ROM(xx は PCI ス □、ソ ト番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていること 
を確認してください。 



参 本体の マ ザーボード内にも "7 ■、ィスクアレイコント ロ ーフコント ロ ーフ 

(LSI Embedded MegaRAID ™) が組み込まれているため、オプション 
のディスクアレイコントローラがなくてもディスクアレイを構築するこ 
とができます。本体標準装備のディスクアレイコントローラは、 RAID 0 
か RAID 1 のいずれかのディスクアレイを構築することができます。 

RA I D 5 のディスクアレイを構築したい場合や詳細な設を、高度な管埋機 
能を利用したい場合は、オプションのディスクアレイコントローラをお 
使いすることをお勧めします。 

• RAID 1 または RAID 5 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性 

が向上するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクドライブ 
の総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります。 












160 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

ディスクアレイコント□ーラの取りがけは 「 PCI ボード」を参照してください。 


• Low Profile (□—プ□ファイル）タイプと Full-height (フル八イト） 
タイプの PCI ボードで接続できるライザーカードび異なります。ボード 
の仕様を確認してか5取り付けてください。 

• 本装置にはディスクアレイコント□ーラなどにあるディスクアクセスを 
表させるための LED コネクタを接続でさるコネクタはありません。 

• フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□—ラを接 
続し、内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイに変える場合 
は、ライザーカードをマザーボードに接続ずる前にケーブルを接続しま 
す。 

• ディスクアレイコント□—ラを接続ずる場台、 BIOS の SETUP ユー 
ティリティの Boot メニューにおける優先順位を8番目似内に設定してく 
ださい。設定び9番目似降となっている場合、ディスクアレイコント 
□—ラのコンフイグレーシヨンメニューを起動ずることびできません。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行って<ださい。 
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内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合 

本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブをディスク 
アレイ構成で利用したい場合の方法について説明します。 

ディスクアレイ構成の構築には、オプションのディスクアレイコント□ーラを利用した方法の 
他に本体標準装備のマザーボード上のディスクアレイコント□ーラの機能を利用する方法が 
あります。 


マザーボード上のディスクアレイコント□ーラを利用した場合 

SATA モデルの場合は BIOS SETUP ユーティリティで内蔵八ードディスクドライブをディス 
クアレイドライブとして認識させます。 

「 Advanced 」 乂ニューの一 「Peripheral Conriguration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 
を rEnhancedJ に設をし 、 fAdvancedJ メニューの一 「Peripheral Configuration 」 一 fSATA 
RAID Enable 」 を 「 Enabled 」 に設定:してください。 

詳しくは「システム巨 IOS ( SETUP ) のセットアップ」 （165 ページ）を参照してください。 

SAS モデルの場合はマザーボード上にある RAID コンフィグレーシヨンジャンパの設をを変更 
すると、内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして認識させることができ 
ます。ジャンパの一と設をは下図のとおりです。 


前面側 



設をを変更したら、 RAID コンフィグレーションユーティリティを使ってディスクアレイを構 
築します。詳しくは、 「 RAID コンフィグレーション」 （196 ページ）を参照してください。 



添付の EXPRESSBUILDER が提供する「シームレスセットアップ」を使うと自 
動でディスクアレイを構築します0また、インストールするオペレーティング 
システムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレーティングシ 
ステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 






















































































162 内蔵オプションの取り付け 


オプションのディスクアレイコント□ーラを利用した場含 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置で、内蔵の八ードディスクドライブを 
ディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の八ードディスクドライブインタフェース 
ケーブルの接続先を変更します。 

出)荷時の内蔵八ードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタ 
または SAS コネクタに接続されています。 


< SASA - ドディスクドライブモデルの場合> 

• ディスクアレイコント□—ラなどにあるディスクアクセスを表示させる 
ための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

<全モデル共通〉 

• マザーボード上には SATA コネクタまたは SAS コネクタのいずれか一 
方びありまず。 


標準構成時 


前面側 


SATA コネクタ2に ATA チャネル2の八ードデイスクドライブを制御) 



マザーボード 
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く SATA モデル> 

N 8103-101ディスクアレイコント□ーラ （ SATA 2) を使用した場合 



く SAS モデル> 

N 81 03-9 1ディスクアレイコント□—ラ(内蔵 SAS HDD 用)を使用した場合 




• 作業しやすくするために内部接続用のケーブルは、ライザーカードをマ 
ザーボードに接続する前にディスクアレイコント□ーラに接続します。 

• SAS ケーブルは下図のように接続してください。 

rP 2」、 rP 3 J と表示された SAS ケーブルのコネクタを間違えると A — ド 
ディスクドライブの SAS Po け番号び正しく表示できません。 



本装置のバックプレーンへ 





























































































164 内蔵オプシヨンの取りがけ 


ディスクアレイ構築時の注意事項 

ディスクアレイを構築するときは、次の点についてを意してください。 

- 同じ容量、同じ回転速度の SCSI タイプの八ードディスクドライブを2台 U 上搭載し 
てしぶこと (RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) の 
構ぶによってディスクの最^」 V 必要台数は異なります)。 

- ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAIDO 」、「 RAID 1」、「 RAIDS 」 のうちのい 
ずれかの RAID レベルを選択-設をすること。 

内蔵の八ードディスクドライブじシステムをインストールする場合は、「シームレスセッ 
トアップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインス I -ール、セットアップまでをするこ 
とをお勤めします。 

システムをインス！-ールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティング 
システムの選択」で[その他]を選択すると、ディスクアレイの構成から保守用パーティ 
シヨンの設をと保守ユーティリティのインス I -ールまでを自動でインス I -ーラがセット 
アップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON に 
した直後に起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 
アレイ構成じついての詳細な説明は、ディスクアレイコント□ーラボードに添がの説明 
書を参照してください。 


ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 

ディスク増設ユニットは、八ードディスクドライブを最大14台取りがけることのできる専用 
のデバイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□ーラボードを 
取りがけた本装置はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説明については、ディスクアレイコント□ーラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書を 
参照してください。 


两"〇 ディスク増設ユニットには、 j \- ドディスクドライブび添付されていません。 
別途購入してください。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、オプションケーブルが必要となる場合がありま 
す。詳しくは、ディスク増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットを接続後、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグレー 
ションユーティリティを使って、ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成 （ RAID 0 または 
RAID 1、 RAID 5) に設をしてください（ユーティリティはボードによって異なります）。設を 
の詳細とその方法については、ボードに添がの説明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設をすると、ディスク増設ユニットに取り付け 
た八ードディスクドライブのうちのどれかが故障しても、ディスクアレイコント□ーラボード 
が持つ「オートリビルド」機能によって八ードディスクドライブを復旧することができます 
(電源が ON のまま故障したディスクを巧換（ホットスワップ）してください）。 
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システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 

SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくてち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更び 
できまず。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンびインス!ルされていまず。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、< F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 
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本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press く F2> to enter SETUP 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが， 
あることを示す 


設定項目 


現在表示しているメニューを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 
Server 



► System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 
Assert NMI on SERR: 

FRB-2 Policy: 

ク Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
PLatform Event FiLtering: 


CEnabLedD 
[Retry 3 Times] 
[Disabled] 
[Retry StimesH 
CEnabLedD 
[IRQ 11] 
CEnabLedD 
[Last State] 

: 0： 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup menus to 
view server management 
features- 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


\ Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 


* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソル羊一 ( In i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソ J レ车一一） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ <Ente「> 丰一 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 


□ <Esc> 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ <F9> 羊一 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n く Fio> 丰一 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 rSystem lime」、「System Date 」 



「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 [Power On 」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 FAC-LINKJ ->「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかわ： 「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

LAN から： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control 」 

->「Wake on LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 


PCI デバイスから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か！ 5 制御する 

「 Server」 ^ 「Console Redirection 」 一それぞれの設ををする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「DIMM Group #n Status」 一表示を磕 
認する (n : 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



DIMM #42 

DIMM #11 
DIMM#13 
DIMM #22 
DIMM #31 
DIMM #33 


Group 番号 

Group を構成ずるソケット番号 

Group #1 

DIMM #11と DIMM #21 

Group #2 

DIMM #31と DIMM #41 

Group #3 

DIMM #12と DIMM #22 

Group #4 

DIMM #32 と DIMM #42 

Group #5 

DIMM #13 と DIMM #23 

Group #6 

DIMM #33 と DIMM #43 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMairU 一 「Processor Settings」 一表示を磕認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上國のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 [Processor Settings」 一 [Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 
クリアされる 
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キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 「NumLock」 一 fOnJ (有効）/ 「Off」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Conriguration」 一 「Clear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ューザーパスワード (User) の順に設定:します 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの I/O ポートIこ対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [Reset Configuration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 

本体標準装備の RAID 機能を有効にする （ SATA 八ードディスクドライブモデルのみ） 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一 「SATA Controller Mode Option」 

一 「Enhanced」 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一 「SATA RAID Enable」 一 「Enabled」 
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設定内容のセーブ関連 


W-0 SATAA— ドディスクドライブモデルで本体標準装備の RAID 機能を使用して 
M 丰 3 いる場合は必ず、 「 Advanced 」 メニ ューの 「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 
rSATA Controller Mode Option 」 をに nhanced 」 に設定し 、 fAdvancedJ 
メニ ューの 「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 TSATA RAID Enable 」 を 
「 Enabled 」 に設定してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると 
J\- ドディスクドライブのデータび壊れる場合びありまず。 

BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります） 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー（一173ぺージ） 

• Advanced メニユー（- ►176 ぺージ） 

• Security メニュー（一183ぺージ） 

• Server メニユー（— ► IS 日ぺージ） 

• Boot メニュー（一190ぺージ） 

• Exit メニュー（一191ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


System Time: 

[ 旧 :18:58] 

Item Specific Help 


System Date: 

[04/04/2006 ： 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-DeLay: 

[Disabled ： 

<Enter> selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[None] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US )： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて DE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを巧 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチヤネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニユーで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 


プ□セ、ソサ (CPU) じ関する情報や設定をする 
画面を表示します （17 日ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1〇で〜3己で.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Processor Settings ヴブメニユー 

Main メニューで [Processor Settings] を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Main 



Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor 

Retest: 

rjj[S|i 

Select 'Yes' , BIOS wiLL 

clear historical 

Processor 

Speed: 

3000 MHz 

processor status and 
retest aLL processors 

Processor 

1 CPUID: 

06F5 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache: 

1024 KB 


Processor 

2 CPUID: 

0F34 


Processor 

2 L2 Cache: 

1024 KB 


Execute Disable Bit: 

[DisabLed] 


InteL(R) VirtuaLization Tech: 

[DisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プ□セ、ソサのエラー情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプ□セ、ソサ(こ対してテス 
卜を巧います。このオプションは次回起動 
後(こ自動的に 「 No 」 （こ切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
表71^します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障、 「 N 饥 

Ins ほ lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セッサ2の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの古如章 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 


プ□セ、ソサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

[ Disabled ] 

Enabled 

Execute Disable 目时幾能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel ( R ) Virtualization Tech 

[ Disabled ] 

Enabled 

インテルプ□セ、ソサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
71^されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Conriguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

： 0ff] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 （こ設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

じ設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 じ切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off 」 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セ、ソサに異常をお出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーテイングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


W "0 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされまず 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定ずる前に、 
^^、ず設定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 

601 KB 

Enables DIMM sparing 

Extended Memory: 

522752 KB 

feature- 

DIMM Group #1 Status: 

Normal 


DIMM Group #2 Status: 

Normal 


DIMM Group #3 Status: 

Normal 


DIMM Group #4 Status: 

Normal 


DIMM Group #5 Status: 

Normal 


DIMM Group #6 Status: 

Normal 


Memory Retest : 

clfflj ] 


Extended RAM Step: 

[DisabLed] 


Memory RAS Feature: 

ClnterLeave] 


Sparing: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1-#6 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 

Status 

Disabled 

Not Installed 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Ins ね lied 」 はメモリが取りがけ6れて 
いないことを示します（表示のみ）。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1 : DIMM #11、#21 

Group #2: DIMM #31 、 #41 

Group #3: DIMM #12、 #22 

Group #4: DIMM #32、 #42 

Group #5: DIMM #13、 #23 

Group #6: DIMM #33、 #43 
なお、本装置(こ搭載される DIMM はインター 
リーブタイプのため2枚で1組として構成さ 
れています。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」（こ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

riM 目」は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 riK 目」は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべて(こメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となり < F 2>、< F 4>、 
< F 12>、< Esc > キーは無視されます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Memory RAS Feature 

[ Interleave ] 

Mirror 

搭載しているメモリを一般の方式で運用す 
る （ Interleave ) か、メモリミラーリング機 
能を使用する ( Mirror ) を選択します。 

機能の詳細(こついては「メモリミラーリン 
グ機能」 （139 ページ）を参照してください。 

Sparing 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。機能の詳細については「オン 
ラインスペアメモリ機能」 （141 ページ）を 
参照してください。 


[]: 出荷時の設定 


PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video ControLLer 

► Onboard LAN 

PCI Slot IB Option ROM: [Enabled] 

PCI Slot 1C Option ROM: [Enabled ： 

Additional setup 
menus to configure 

onboard Video 

controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ -- ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 旧 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

フル八イトタイプのライザカードに接続して 
いる PCI ボード上のオプション ROM の展開を 
有効じするか無効じするかを設定します。 

PCI Slot 1 C Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

□ープ□ファイルタイプのライザカードに 
接続している PCI ボード上のオプション 

ROM の展開を有効(こするか無効(こするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


两"〇 ディスクアレイコント□—ラや LAN ボード（ネットワークブート ）、 Fibre 
Bta Channe ロント□—ラで、 0 S びインス I ルされた八ードディスクドライブ 
を接続しない場 S ホ、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 
に設定してください。 
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Onboard Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[ Auto ] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動(こするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ 1 の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ 2 の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port A 

Base I/O address: 

[3F8] 

using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

CEnabLed] 

USB 2-0 ControLLer: 

[Enabled] 

User conTiguration 

ParaLLeL ATA: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < -- Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。なお、表内の Iアミかけ 1 で示す項目は SATAA- 
ドデイスクドライブモデルでのみ設をできます。 


wO 害 !) り込みべース I/O アドレスび他と重複しないようにミち意してください。設定 
した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「 * 」び表示されます。 
黄色の「 * 」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Serial Port A 

Base I/O address 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial Port A 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート目の有効/無効を設定します。 

Serial Port B 

Base I/O address 

3F8 
に F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial Port B 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上のパラレル ATA コント□一 
ラの有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上のシリアル ATA コント□一 
ラの有効/無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

に erial ATA 」 の設定を有効にしている場合 
(こ機能します。 

マザーボード上のシリアル ATA コント□一 
ラの動作モードオプションを選択します。 
「 Compatible 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的にお出後、一般 
の八ードディスクドライブとして制御しま 
す。 

「 Enhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的(こお化後、ネイ 
ティブ IDES - ドで八ードディスクドライブ 
を制御します。 

SATA RAID Enable 

[ Disabled ] 

KATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 にしている場合に機能します。 
オンボード上の SATA コント□ーラを使った 
八ードディスクドライブの RAID (ディスク 
アレイ）の有効/無効を設定します。 

ま：異なる設定で SATA 八ードディスクドラ 
イブか6起動するとデータが壊れるおそ 
れがあります。 

SATA AHCI 

[ Disabled ] 

Enabled 

KATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 にしている場合(こ表示します。 
シリアル ATA のネイティブインタフェース仕 
様である AHCI (Advanced Host Controller 
Interface ) の有効/無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 









182 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 


Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

MuLtimedia Timer: 

Intel (R) I/O AT: [Disabled] 

Wake On LAN/PME: [Enabled] 

Wake On Ring: [Disabled ： 

Wake On RTC Alarm: [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -<-->- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/O AT 

[ Disabled ] 

Enabled 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたはフル八イト 

PCI ライザーカード(こ接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enabled をする 
インベント )( こよるリモートパワーオン機能 
の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 



• Wake On LAN / PME、Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本 
体への AC 電源の供給を停止した場合、 AC 電源の供給後の最初のシステ 
ム起動には Wake On LAN / PME、Wake On Rin 呂機能を利用ずること 
はできません。 Power スイッチを巧下してシステムを起動してくださ 
し、。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管 
理チップ上の Wake On LAN / PME、Wake On Rin 呂機能び有効となり 
ません。 

• Windows Server 2003オペレーテイングシステムでの使用について 
は4章の「トラブルシューテイング (Windows Server 2003につし、て 
)」 （271 ぺージ)を参照してください。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

CfSBBlH ] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled ： 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


— • 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
量3 と設定できません。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場含は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
人力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューじアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で |" Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時(こパスワードの人力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA — ドディスクドライブ(こ対する書き} A 
みを防ぎます。本装置では IDEA — ドディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有効にするか無効 
(こするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 


[]： 出荷時の設定 









ハードウエア編 185 


Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus to 
view server management 

► Console Redirection 

► Event Log Cormguration 

Assert NMI on PERR: 


features- 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[DisabLed] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[EnabLed] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

: 0 ： 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


t 主 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 l"System Management」 と 
[Console Redirection」 、 「Event Log Configuration」 は選択後、く Ente「> 羊一を押してサブ 
メニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times ] 

目 SP で FR 目レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セッサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない OS か6起動する場合じは、 
この機能を無効(こしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Retry Service 目 00 1] (こ設定すると、タイム 
アウト発生後(こシステムをリセットし、 0 S 
起動を3回まで試行します。その後、サービ 
スパーティシヨン*か6起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] (こ設定すると、タイムアウ 
卜発生後に 0 S 起動を常(こ試みます。 



* システムにサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60 S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効(こすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際(こ、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[0] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を0秒か6 
255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 （こ設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

目 MC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設をと本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前のが態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中の C 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]: J 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 


wO 無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運輯を行う場合は FAC - LINKJ の設定 
を 「 PowerOn 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server H 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


目10 S のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の屋体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の售体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6 DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末か6のダイレクト接締を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

OS 動作中に ACPI コンソールを接締するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 
己 7.6 K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールか6 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) に 
よるリセ、ソトを有効にするかどうかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs: 

The system event Log 

wiLL be cleared if 
selecting "Yes" - 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保をされているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

カーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する目〇饥メニューが表示されます。 



起動デバイスとして登録されていないデバイス 


起動デノ \'イスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDR 0 M 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATA 円の CD - ROM ドライブ（本体標準装備の DVD - ROM ドライブなども含む） 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ （ SATA モデル） 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ （ SAS モデル） 

ディスクアレイ構成の場合はに oftware RAIDJ と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN 。 に lot 0 C 00」 が LAN 1 、 に lot 0 C 01」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動巧能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して <X> 车一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に <Shif ゎ丰一を押しながら、くレ羊一を押すと選択したデバイスを有 
効/無効にすることができます。 

3. く t >车一/く i >羊一と<十>キー/<一>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >キー/く1 >羊一で移動させ、く十>车一/く一>车一で優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

、ノ欠に に ave before exiting?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択ずると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューじ 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


• モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びありま 
す。この項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた 
設定に直す必要びありまず。 

• SATA 八ードディスクドライブモデルにおいてこのオプションを実行す 
ると、 「 Advanced 」 の TPeripheral Configuration 」 メニユーの 
「SATA RAID Enabled 」 び 「 Disabled 」 に設定されまず。 SATA 内 
蔵八ー ドディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
SETUP を終了する前に 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してく 
ださい。設定を変更せずに再起動すると八ードディスクドライブのデー 
夕を壊すおそれびありまず。 



「SATA RAID Enabled 」 メニ ューを表示させるには、 「 Advanced 」 メニ ューの 
「Peripheral Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を [EnhancedJ 
に設をしてください。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタム T ■'フォルト値を保存してし^なし^場合は、表あされません。 


Save Custom Defaults 


このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、現在の設を値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると [LoadCustom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を W 前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす0 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


• CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべてデフォ 
ルトの設定に戻りまず。 

• SATA 八ードディスクドライブモデルにおいて CMOS メモリの内容を 
クリアずると 、 BIOS SETUP ユーテ ィリティの 「 Advanced 」 の 
「Peripheral Configuration 」 メニ ユーの 「SATA RAID 」 び 
「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵八ードディスクドライブを 
ディスクアレイで使用している場台は、 CMOS メモリのクリア後、 
BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を TEnabled 」 に 
変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せずに起動すると 
J \- ドディスクドライブのデータを壊ずおそれびありまず。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーシヨンジヤンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


W -0 その他のジャンノくの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
量3 因となります。 


パスワ ー ドの保護/クリア用ピン 


CMOS メモリの内容の 
保護/クリア用ピン 



保護 



クリア 


© 





前面側 


背面側 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ切降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A を意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ m 降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 

产ご曰ぅ音 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. □ジックカノ（一を取り外す （ 134ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

己.ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

6. 日秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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割 D 込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

プライマリ DE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

セカンダリ DE 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

— 

18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

SAS1 

11 

BMC IRQ 

51 

SAS2 
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RAID コンフイグレーシヨン 

ここでは本体標準装備の RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID™) を使用して内蔵 
八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するための方法について説明 
します。オプションのディスクアレイコント□ーラを使用した RAID の構築方法については、 
オプションに添付の説明書を参照してください)。 

Disk 増設ユニットに搭載した八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用 
する場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラが必要です。詳しくはディス 
クアレイコント□ーラまたは Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 


RAID レペルの遷択 


本装置内蔵のマザーボードじある RAID コント□ーラを使用してディスクアレイ （RAIDO また 
は RAID1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器は八ードディスクドライブです。 

• RAIDO (ストライピング） 

2〜4台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方 
まを「ストライピング」と呼びます。八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録ずる方まです。この方まを「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


• データを複数台の八ードディスクドライブに分散して記録しているため 
アレイを構成している八ードディスクドライブび1台でも故障すると 
データの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣りまず。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 


RAID 10( RAID 1 のスパン） 

RAID 10 (RAID1 のスパン）は RAIDO および RAID 1の組み合わせです。データをを八ード 
ディスクドライブへ「ストライピング」で分割し「ミラーリング」で記録します。 
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八ードディスクドライブの取 D 付け 


本体に2台 W 上の八ードディスクドライブを取りがけてください。取り付け手順については、 
r 八ードディスクドライブ ( SATA / SAS )」（117 ページ）を参照してください。 


取り付ける八ードディスクドライブは同じ回輯速度のものを使用してくださ 
し、また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用することをお勧めしまず。 


RAID のち効化 


取り付けた2台じ(上の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID ド 
ライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設をを変更してください。 



出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をさ 
れています。 


SATA 八ードディスクドライブモデルの場合 

巨 IOS セットアップメニューにて 「 Advanced 」 乂ニューの一 「Peripheral Configuration 」 一 
l"SATA Controller Mode Option 」 を fEnhanceclJ に設定:し 、 fAdvancedJ メニューの一 
「Peripheral Configuration 」 一 「SATA RAID Enable 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 
初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディスクドライブのデータが壊れる場合があり 
ます。 
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SAsyv - ドディスクドライブモデルの場合 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



八ミち意 



A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• を:曰;モ章 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1 . 113ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 13ページ参照)。 

3. □ジックカノく一を取り外す （ 134ページ参照)。 

4. ライザーカードを取り外す （1 日6ページ参照)。 
己.ジャンノ くスイッチの位置を確認する。 
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6. ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 


前面側 




RAID コンフィグレーション 
ジャンパ 



背面側 


マザーボード 


7. 取り外した部品を元に組み立てる。 
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RAID ユーテイリテイの起動と終了 


本体標準装備の RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) に対するコンフイグレー 
シ ヨン、ソー ルは 「LSI Software RAID Setup Utility 」 です。 



[ヒント I 


このコンフイグレーシヨンユーテイリテイは本装置でサポートしている 
DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 


ユーティリティの起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、く Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 

Press <ESC> to view diagnostic message 

Press <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 

2. P 日 ST 画面で、 lil 下の表示を確認したら、く Ctrl >+ く M > キーを押す。 


LSI Logic SoftwareRAID BIOS Version xxxxxx 
LSI Logic MPT RAID Found at PCI Bus No:xx Bev No:xx 
Seaming for Port 00 Responding xxxxxxxx xxxxMB 
Standard FW xxx DRAM 二 128MB(SDRAM) 

XX Logical drive(s) Configured 

Press <Ctrl><M> to Run LSI Logic Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Logic Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


じ(降の操作については、「メニューツリー」に01ページ）と「操作手順」 （203 ぺ 
ジ）を参考に操作およびを種設ををしてください。 
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ユーティリティの終了 

ユーティリティの TOP メニューで < Esc > 羊一を押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


円 ease Press < Ctrl > < Alt > < Del > to REBOOT the system . 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l >+< Alt >+ く Del > キーを押します。再起動します。 


メニユ—ツ y — 


◊:選択•実行パラメータ•：設をパラメータ•：情報表示 
♦: □ジカルドライブ生成後設を（変更）可能 


メ ニユー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を巧う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定(固定值使用） 

◊New Conriguration 

Configuration の新規設定 

◊View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動する□ジカルドライブを選択する 

◊Initialize 

□ジカルドライブ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

ディスクアレイコント□-ラ設定 

OSel. Adapter 

アダプタの選択 

参 Rebuild Rate 

30 

参 Chk Const Rate 

30 

参 FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

参 Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Stop on Error 

No 

参 Fast Init 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

参 Factoty Default 

デフォルト値に設定 

◊Logical Drive 

□ジカルドライブ操作 

◊Logical Drives 

□ジカルドライブの選択(複数□ジカルドライブが存在） 

◊Initialize 

□ジカルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

□ジカルドライブの冗長性チェック 

◊View/Update Parameters 

□ジカルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

□ジカルドライブの容量表示 
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メニュー 

説明 

- stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

- #Stripes 

□ジカルドライブを構成している八ードディスクドライブ数 
を表示 

- State 

□ジカルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスク(こ設定 

◊Force Online 

ディスクを強制的にオンラインじする 

◊Force Offline 

ディスクを強制的(こオフライン(こする 

◊Drive Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

□ジカルドライブの冗長性チェック 
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操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニュ ー （Management Menu ) より、 l " Configure」-►「New 
Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 



• 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
フィ グレーシヨ ン情報びクリアされまず。既存のコンフィ グレーシヨ ン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 呂 uration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Confi 呂 uration 」 では RAID ! のスパンの作成、□ジカルドライブ 
容量の設定びできません 。 [New Configuration 」 か 「 View/Add 
Confi 呂 uration 」 で作成してください。 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され個面下にス羊ヤンの情報が表示されます)、終了ずると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブにカーソルををねせ、スペー 
スキーを押す。 


八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「0 NUN 」 じなります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



日.く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable ArTay ( s ) を設定する。 
6. スぺースキーを押す。 

SPAN -1 が設をされます。 


Select Comigurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く F 1 日>キーを押して□ジカルドライブの作成を行う。 

「Logical Drives Configure 」 画面が表示されます。（下図は、 A - ドディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 


- Lofical Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Logical DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に pan 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 

己 

RAID 己 

10 

RAID 1のスパン 


パックを組んだ HDD の数によって選択巧能な RAID レベルが変わります。 

に） 「 Size 」 ：□ジカルドライブのサイズを指をします。本装置のマザーボード上の 
RAID コント□ーラは最大40個の□ジカルドライブが作成できます。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトス ルー 

On 

ライトバック 


(4 )「RAJ : Read Ahead の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを巧わない 

On 

先読みを行う 
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(5) に pan 」 ： Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN = N 0 

Span 設定を巧わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の樹こ2組 t (上の同ーパックを作成しま 
す。 


SPAN 



RAID 1 の SPAN の場合 


RAID5 の SPAN の場合 


1 BONLIN A01-01 I 

0 

I BONLIN A01-01 I 

I ■ONLINA01-02 I 

1 

I BONLIN A01-02 | 

I ■ 0NLIN A02-01 I 

2 

I ■ONLINA01-03 I 

I ■ 0NLIN A02-02 | 

3 

I ■ ONLIN A02-01 I 


4 

I ■ ONLIN A02-02 | 


5 

I ■ ONLIN A02-03 | 


6 



RAID5 


RAID5 


SPAN 


9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 

□ジカルドライブが生成され 、 「Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライ 
ブが表示されます。 

10. □ジカルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を减ブ、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Confi 呂 uration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects」-►「Logical Drive 」-► rView/Update 
Parameters 」 を選択して□ジカルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「 Lo 呂 ical Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行う□ジカルドライ 
ブに力ーソルを合わせ、スぺースキーを押す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

1己.□ジカルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押し口 nitialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

[Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みの□ジカルドライブに巧して、整含性チェックを行う。 

詳細な実行方法は「整合性チェック」 （209 ページ）を参照して<ださい。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


W -0 コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
BM ください。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD にカーソルを合わせ、スペースキーで選択する。（複数 
の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅します。 

己. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1 日>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


PORT# 
















































208 RAID コンフィグレーション 


ホツトスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブにカーソルををねせて、く Enter > 
キーを押す。 

日 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 「 H 0 TSP 」 に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホ、ソトスペアの設定を取り消す(こは、 rObje な S」 一 「Physical Drive」 

I チェック I 一 「Port #X」 一 「Force Offline」 を選択します。 

参 ホ、ソトスペア用八 ー ドディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 

CH 番号/ ID 番号がルさい八ードディスクドライブか6順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チ王ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する。 

「Logical Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行ラ□ジカルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

□ジカルドライブが選択されます。 

4. □ジカルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整合性チェックを行ラ。 
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日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

[Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096になったら、整合性 
チェックは完了です。 

目.く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


コンフイグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整台性チェックを実行して 
<ださい。 


その他 


(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、ディスク 
アレイコント□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアさ 
れます。 「 ClearConfiguration 」 を実行すると、ディスクアレイコント□-ラのすべての 
チヤネルのコンフィグレーション情報がクリアされます。 


I チェッ匀 


ディスクアレイコント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグ 
レーション情報が異なる場合、（ディスクアレイコント□ーラ不具合によ 
る交換時]:心卜)ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報 
を選んだ場合、コンフィグレーションが正常(こ行えません。その場合に 
は、 「ClearConfiguration」 を実施して、再度コンフィグレーションを作 
成してください。 

□ジカルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできません。 
MegaRAID Storage Manager を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ーハードディスクドライブ選択一 「Force Online 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定:します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 rsel . Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定巧能。デフオルト值馈定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を磕認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 
「Drive Properties 」 を選択。 


* 八ードディスクドライブ選択- 
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リセット 


本装置が動作しなくなったときに参照してください。 



0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > 丰一とく AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
车一を押してください。リセットを実行します。 


W "0 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
■to まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 

リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
os を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


POWER スイ、ソチ 
(4 秒 U 上押ず） 
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